
 

参考資料－１ 

伊達橋 亀裂台帳 

第４回伊達橋補修検討委員会資料 

平成２７年６月１２日 

①橋梁一般図-------------------------------------------P1 

②補剛桁・横桁構造図-------------------------------P2 

③亀裂発生部材の板組概略図----------------------P6 

④亀裂台帳（VPR）----------------------------------P11 

⑥亀裂台帳（VPL）----------------------------------P89 



（様式－１）

整備局 出張所名 現旧区分 現

橋梁名 構造形式
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【凡例】

：既設部材

：耐震補強部材（新設）

：耐震補強部材（ダンパーを新設）

：耐震補強部材（取替）

：耐震補強部材（ダンパーに取替）

橋梁一般図
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（ 様 式 － ２ ）

整 備 局 出 張 所 名 現 旧 区 分 現
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： 既 設 部 材

凡 例

： 耐 震 補 強 部 材 （ 新 設 ）
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【 凡 例 】

： 既 設 部 材

： 耐 震 補 強 部 材 （ 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー を 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ 取 替 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー に 取 替 ）

※ 本 図 の 溶 接 記 号 は 、 竣 工 図 を 復 元 し た 。
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（ 様 式 － ２ ）

整 備 局 出 張 所 名 現 旧 区 分 現

橋 梁 名 構 造 形 式

完 成 年 月

伊 達 橋 亀 裂 台 帳 （ そ の ２ ）

中 国 地 方 整 備 局 事 務 所 名 岡 山 国 道 事 務 所 岡 南 維 持 出 張 所 路 線 名 一 般 国 道 ３ ０ 号

整 理 番 号 1 ―
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製 作 施 工 業 者 三 井 造 船 株 式 会 社

調 査 年 月 日 平 成 2 6 年 3 月 3 1 日

S = 1 : 3 0

ト ラ ス 詳 細 図 そ の 2 ( 復 元 図 )
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【 凡 例 】

： 既 設 部 材

： 耐 震 補 強 部 材 （ 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー を 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ 取 替 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー に 取 替 ）
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※ 1 パ イ プ 加 工 時 の 溶 接 方 法 は 、 不 明 で あ る 。

【 凡 例 】

： 既 設 部 材

： 耐 震 補 強 部 材 （ 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー を 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ 取 替 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー に 取 替 ）

亀 裂 発 生 部 材 の 板 組 概 略 図 （ VPL02、 VPL24、 VPR02、 VPR24）
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【 凡 例 】

： 既 設 部 材

： 耐 震 補 強 部 材 （ 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー を 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ 取 替 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー に 取 替 ）

※ 1 パ イ プ 加 工 時 の 溶 接 方 法 は 、 不 明 で あ る 。

亀 裂 発 生 部 材 の 板 組 概 略 図 （ VPL03、 VPL23、 VPR03、 VPR23）

※ 本 図 の 溶 接 記 号 は 、 竣 工 図 を 復 元 し た 。
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【 凡 例 】

： 既 設 部 材

： 耐 震 補 強 部 材 （ 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー を 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ 取 替 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー に 取 替 ）

※ 1 パ イ プ 加 工 時 の 溶 接 方 法 は 、 不 明 で あ る 。

亀 裂 発 生 部 材 の 板 組 概 略 図 （ VPL05、 VPL21、 VPR05、 VPR21）

※ 本 図 の 溶 接 記 号 は 、 竣 工 図 を 復 元 し た 。
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【 凡 例 】

： 既 設 部 材

： 耐 震 補 強 部 材 （ 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー を 新 設 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ 取 替 ）

： 耐 震 補 強 部 材 （ ダ ン パ ー に 取 替 ）

※ 1 パ イ プ 加 工 時 の 溶 接 方 法 は 、 不 明 で あ る 。

亀 裂 発 生 部 材 の 板 組 概 略 図 （ VPL07、 VPL19、 VPR07、 VPR19）

※ 本 図 の 溶 接 記 号 は 、 竣 工 図 を 復 元 し た 。
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V P R 0 1 V P R 0 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 7 . 1 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 1 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 8 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 3 5 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

点 検 位 置 ①

特 記 事 項

（ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 3 5 ㎜

橋 梁 名

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無

ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

塗 膜 割 れ

（ 調 査 カ 所 近 影 ）

亀 裂 の 有 無

Ｍ Ｔ 結 果

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

点 検 位 置伊 達 橋

（ ス ケ ッ チ ）

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

橋 梁 名 伊 達 橋

（ 塗 膜 除 去 ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

検 査 範 囲 ：

①

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

（ ス ケ ッ チ ）

溶 接 仕 上 げ 状 況

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

※ 切 削 後

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420（ HT590） 35mm
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

不 明

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 7 . 1 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

ビ ー ド 幅 ： 9 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 1 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 7 . 1 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 1 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

橋 梁 全 体 位 置 図

（ 様 式 - 6 ）

検 査 範 囲

2

3

0

8

1
2

0
0

1
6

9

2

6

0

V

P

R

0

1

起

点

側

終

点

側

5
1

φ

2

6

7

.

4

x

9

.

3

(

S

T

K

4

0

0

)

P

L

t

=

8

(

H

T

5

9

0

)

P

L

t

=

8

(

S

M

4

9

0

A

)

P

L

t

=

8

(

S

M

4

9

0

A

)

P

L

t

=

1

6

(

H

T

5

9

0

)

P

L

t

=

9

(

H

T

5

9

0

)
φ

3

5

5

.

6

x

7

.

9

(

S

T

K

4

0

0

)

P

L

t

=

1

4

φ

3

5

5

.

6

(

S

S

4

0

0

)

6

6

6

6

6

8

6
6

P

L

t

=

1

4

φ

3

5

5

.

6

(

S

S

4

0

0

)

P

L

t

=

1

0

(

S

S

4

0

0

)

P

L

t

=

2

2

(

S

S

4

0

0

)

P

L

t

=

9

(

S

M

4

0

0

)

P

L

t

=

1

6

(

S

M

4

0

0

)

φ

2

6

7

.

4

x

6

.

6

(

S

T

K

4

0

0

)

R

i

v

e

t

φ

2

2

(

S

V

4

0

0

A

)

6

6

6
6

T

C

B

M

2

2

(

S

1

0

T

)

表 面 切 削 状 況 図

亀 裂 位 置 立 体 図

7

.

3

9

.

3

5

2

垂 直 材

横 桁

1 6 . 0 m m

9 . 3 m m

平 面 図

断 面 図

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

①

②

V P R 0 1 - ①
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V P R 0 1 - ①

2 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 0 1 - ①

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ 2 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ａ

イ メ ー ジ 図 備 考

35mm

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

0mm 9mm

0mm

9mm

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

16mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

垂 直 材

9.3mm

ビ ー ド

フ ラ ン ジ

ビ ー ド 幅 ： 9 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 1 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

3 5 1 7 亀 裂 消 去 － － － － － － －
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V P R 0 1 V P R 0 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 3 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 4 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 3 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 3 0 ㎜

※ 切 削 後

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420（ HT590）

30mm
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 8 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

橋 梁 全 体 位 置 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 8 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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検 査 範 囲

表 面 切 削 状 況 図

亀 裂 位 置 立 体 図

7

.

3

9

.

3

5

2

垂 直 材 横 桁

1 6 . 0 m m

9 . 3 m m

平 面 図

断 面 図

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 0 1 - ③
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Ａ

イ メ ー ジ 図 備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 0 1 - ③

全 景 写 真 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況 4 m m 切 削 後 M T 状 況
V P R 0 1 - ③

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ 5 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）5 m m 切 削 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E

30mm

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm9mm

0mm

9mm

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

16mm

垂 直 材

9.3mm

ビ ー ド

フ ラ ン ジ

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

－ － 3 0 3 0 1 5 亀 裂 消 去 － － － －

※ 初 回 M T 調 査 で 2 m m 切 削 済 み -14-



V P R 0 1 V P R 0 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 2 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 4 1 ㎜

( 1 2 + 7 + 2 2 + 1 0 0 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 2 、 7 、 2 2 ㎜

② ： l ＝ 1 0 0 ㎜

※ 切 削 後 （ ① の み ）

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125（ SM490A）
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： ● ● ㎜

の ど 厚 ： ● ● ㎜

余 盛 量 ： ● ● ㎜

仕 上 げ ： 有 ・ 無

起 点 側 終 点 側

①

②

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125（ SM490A）

1 0 0 m m

1 0 0 m m

1 2 m m

7 m m

2 2 m m

不 明

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

検 査 範 囲

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A）

下 弦 材 ： φ355.6× 14（ SS400 ）
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は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

橋 梁 全 体 位 置 図

表 面 切 削 状 況 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

※ 切 削 後

断 面 図

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 0 1 - ⑤ ⑥
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伊達橋　応急対策（亀裂切削）　VPR01-⑥ VPR01-⑥

全 景 写 真 前 処 理 後 M T 状 況 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

3 m m 切 削 後 M T 状 況 4 m m 切 削 後 M T 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｃ

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ

の ビ ー ド 部 に 沿 う 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 下 弦 材

の 止 端 部

1 0 0 m m の 亀 裂 は 、 貫 通 し て

い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切

削
【 結 果 】

亀 裂 A ～ D ： ４ m m 切 削 で 未

溶 着 部 を 確 認 し た 。

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e

T e s t i n g )

A B C D

1 0 0 m m

1 2 m m

7 m m

2 2 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

防 錆 処 理 済 み

未 溶 着 部 （ 錆 を 確 認 ）

切 削 深 さ

（ ㎜ ）

0

A 全 長

（ ㎜ ）

1 2

1 2 3 4

1 1

8 0 8 0

2 2

6 6

2 9

D 全 長

（ ㎜ ）

B 全 長

（ ㎜ ）

7

C 全 長

（ ㎜ ）

2 2

ﾆ ｰ ﾌ ﾞ ﾚ ｽ 下 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

8mm

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm

0mm

余 盛 高 さ

溶 接 未 溶 着 部

14mm

14mm

A B C D

切 削 前 、 亀 裂 A,B,Cは そ れ ぞ れ 独 立 し た 亀 裂 で あ っ た 。 (Dは 内 在 亀 裂 )

切 削 に し た が い 、 連 続 し た 亀 裂 と な っ た 。

4mmの 切 削 後 、 未 溶 着 部 を 確 認 。

※ 溶 接 未 溶 着 部 （ 茶 色 部 ） に つ い て

切 削 MT結 果 、 未 溶 着 部 を 確 認 し た 。
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 0 1 - ⑤ ⑥ V P R 0 1 - ⑤ ⑥

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

4 m m 切 削 後 M T 状 況 5 m m 切 削 後 M T 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー

ド 部 に 沿 う 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 下 弦 材

の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 1 4 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

■ 5 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

1 m m 切 削 状 況

4 m m 切 削 状 況 5 m m 切 削 後 M T 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

3 m m 切 削 状 況

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

2 m m 切 削 状 況

⑤

⑤

⑤

⑤

⑥

⑤

⑥

⑥

⑥

⑥

⑥

5

A 部 長 さ ( m m )

1 0 0 9 6 8 4 7 3 6 0 除 去

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2 3 4

⑤

⑤ 側 に て 切 削 消 去

⑤

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 1 6

⑥

⑤

切 削 済 み 、 V P R 0 1 - ⑥ 参 照

未 溶 着 部 を 確 認

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：
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V P R 0 2 V P R 0 2

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 5 . 4 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 6 9 ㎜

( 6 2 + 4 + 3 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 5 5 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 4 ㎜

③ ： l ＝ 3 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 6 2 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5

V
P
R
0
1

V
P
R
0
2

V
P
R
0
3

V
P
R

0
4

V
P
R
0
5

V
P
R

0
6

V
P
R
0
7

V
P
R

0
8

V
P
R

0
9

V
P
R

1
0

V
P
R

1
1

V
P
R

1
2

V
P
R

1
3

V
P
R

1
4

V
P
R

1
5

V
P
R

1
6

V
P
R

1
7

V
P
R

1
8

V
P
R
1
9

V
P
R

2
0

V
P
R
2
1

V
P
R

2
2

V
P
R
2

3

V
P
R
2
4

V
P

R
2
5

V
P
L
0
1

V
P
L
0
2

V
P
L
0
3

V
P
L
0
4

V
P
L
0
5

V
P
L
0
6

V
P
L
0
7

V
P
L
0
8

V
P
L
0
9

V
P
L
1
0

V
P
L
1
1

V
P
L
1
2

V
P
L
1
3

V
P
L
1
4

V
P
L
1
5

V
P
L
1
6

V
P
L
1
7

V
P
L
1
8

V
P
L
1
9

V
P
L
2
0

V
P
L

2
1

V
P
L
2
2

V
P
L

2
3

V
P
L
2
4

V
P
L
2
5

●
●

●
●

●

●
●

●

●

● ● ●

● ● ● ● ●

● ●

●

● ● ●
●

● ●
●

●

●

● ● ● ●
●
●

●

●

●

● ● ● ● ●
●

● ● ● ●
●

● ●
●
●

●

● ●

亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

①

②

③

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

5 5 m m

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置1
6

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420（ HT590）

62mm

4mm

3mm

8mm
11mm

ビ ー ド 幅 ： 9 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 5 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲

8

1
2

0
0

1
6

9

2

6

0

V

P

R

0

2

終

点

側

起

点

側
1

2

3

0

P

L

t

=

1

6

(

H

T

5

9

0

)

φ

2

6

7

.

4

x

7

.

9

(

S

T

K

4

0

0

)

φ

3

5

5

.

6

x

7

.

9
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0
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=
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4

φ

3

5
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.

6

(

S

S

4

0
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φ
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.

9
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)
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=
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9

0

)
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=

9

(

H

T

5

9

0

)

P

L

t

=

8

(

S

M

4

9

0

A

)

6 6

6
6

6
6

φ

2

6

7

.

4

x

6

.

6

(

S

T

K

4

0

0
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φ
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.

6
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=
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A
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0
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.

9
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0
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6
6

6

6

6

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 9 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 5 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P R 0 2 - ①

（ 様 式 - 6 ）
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E D

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPR02-① VPR02-①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

62mm

4mm

3mm

8mm
11mm

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 0 2 - ① V P R 0 2 - ①

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 6 . 6 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 2 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

A

A

- - - - - -

A 部 長 さ ( m m )

6 6 除 去 - - - - - - - - -

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2 3

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 1 6

A

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P R 0 2 V P R 0 2

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 8 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 1 4 ㎜

( 8 0 + 3 4 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 9 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 8 0 ㎜

② ： l ＝ 3 4 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

8 0 m m

9 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 0 2 - ③
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ の 下 面 （ 又 は 上 面 ） 及

び コ バ 面 の 、 垂 直 材 側 の 止 端 部 に

沿 う 亀 裂

か つ 、 垂 直 母 材 に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直 材

の 両 方 ）

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E Ｅ

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P R 0 2 - ③

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

V P R 0 2 - ③

8 0 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：

φ16 孔

亀
裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面 外 面

母 材

3時

内 面

外 面

母 材

12 時

6 時

内 面

母 材

外 面

φ16 孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9時

内 面

外 面

母 材

3時

内 面

外 面

母 材

12時

6時

内 面

母 材

外 面
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 2 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 3 4 m m → 8 m m 残 存

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 0 2 - ③ V P R 0 2 - ③

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 状 況

A

A

A

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 1 6

A

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：

-23-



V P R 0 3 V P R 0 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 1 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 2 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 2 0 ㎜

※ 切 削 後

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 6 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

不 明

2 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

橋 梁 全 体 位 置 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 6 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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亀 裂 位 置 立 体 図

表 面 切 削 状 況 図

7

.

3

9

.

3

4

2

垂 直 材

横 桁

9 . 3 m m

1 6 m m

平 面 図

断 面 図

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P R 0 3 - ①
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Ａ

イ メ ー ジ 図 備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 0 3 - ①

全 景 写 真 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況 4 m m 切 削 後 M T 状 況
V P R 0 3 - ①

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ 5 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）5 m m 切 削 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E

2 0 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

16mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm 9mm

0mm

9mm

垂 直 材

9.3mm

ビ ー ド

フ ラ ン ジ

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

－ － 2 0 2 0 5 亀 裂 消 去 － － － －

※ 初 回 M T 調 査 で 2 m m 切 削 済 み
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V P R 0 3 V P R 0 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 3 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 5 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 6 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 9 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 5 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 5 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4
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V P R 1 6
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V P R 2 3

V P R 2 4
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 9 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

5 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 1 7 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 9 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 7 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 0 3 - ③
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横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 0 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPR03-③ VPR03-③

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

C

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ フ ラ ン ジ の 止 端 部 付 近 の 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 0 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 3
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 垂 直 材 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

亀 裂 中 央 部 を 4 . 5 m m 切 削 で 亀

裂 の 残 存 を 確 認 し 、 切 削 終 了

M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E C

4 . 5 m m 切 削 状 況

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 0 3 - ③ V P R 0 3 - ③

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 3

【 凡 例 】

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：

-28-



V P R 0 3 V P R 0 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 2 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 7 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 7 5 ㎜

( 1 5 6 + 1 9 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 2 0

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

( 2 8 + 1 0 5 + 2 3 )

② ： l ＝ 1 9 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 1 5 6 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ - 1 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ - 1

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125（ SM490A）
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125（ SM490A）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

ビ ー ド 幅 ： 8 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

下 弦 材 ： φ355.6× 7.9（ STK490 ）
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

2 8 m m

②

①

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 8 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P R 0 3 - ⑤ ⑥ - 1
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V P R 0 3 V P R 0 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 2 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 7 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 5 6 ㎜

( 2 8 + 1 0 5 + 2 3 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 2 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 5 6 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ - 2 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ - 2
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125（ SM490A）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125（ SM490A）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

検 査 範 囲

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A）

下 弦 材 ： φ355.6× 7.9（ STK490 ）
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亀 裂 位 置 立 体 図

橋 梁 全 体 位 置 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 8 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 8 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 0 3 - ⑤ ⑥ - 2
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦 材

の 両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 8 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E Ｇ

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P R 0 3 - ⑤

遠 　 　 　 景 起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス フ ラ ン ジ 起 点 側 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 8 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

V P R 0 3 - ⑤

φ18孔

亀 裂

内 面外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12時

6 時

内 面

母 材

外 面

2 8 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦 材

の 両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E Ｇ

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P R 0 3 - ⑥

遠 　 　 　 景 起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス フ ラ ン ジ 終 点 側 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

V P R 0 3 - ⑥

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：

φ 1 6 孔

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

1 2 時

6 時

内 面

母 材

外 面

亀 裂
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V P R 0 3 V P R 0 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 0 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 3 2 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 2 5 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 3 2 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑦ ⑧ - 1 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑦ ⑧ - 1

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3
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V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125（ SM490A）

2 5 0 m m

不 明

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

回 し 溶 接 部

検 査 範 囲

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

下 弦 材 ： φ355.6× 7.9（ STK490）
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橋 梁 全 体 位 置 図

（ 様 式 - 6 ）

亀 裂 位 置 立 体 図

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 8 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125（ SM490A）

3 2 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 8 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

1 9 m m

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P R 0 3 - ⑦ ⑧ - 1

-33-



V P R 0 3 V P R 0 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 0 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 3 2 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 2 5 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 3 2 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑦ ⑧ - 2 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑦ ⑧ - 2
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125（ SM490A）

3 2 0 m m

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125（ SM490A）

2 5 0 m m

不 明

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

回 し 溶 接 部

検 査 範 囲

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

下 弦 材 ： φ355.6× 7.9（ STK490）
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 8 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 8 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

1 9 m m

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 0 3 - ⑦ ⑧ - 2
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伊 達 橋 　 応 急 未 対 策 箇 所 　 V P R 0 3 - ⑦ ⑧ V P R 0 3 - ⑦ ⑧

遠 　 　 　 景 起 点 側 終 点 側

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） 検 討 要 亀 裂 T Y P E Ｇ

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ガ セ ッ ト プ レ ー ト の ビ ー ド 部 に 沿

う 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 ガ セ ッ ト プ レ ー ト の

止 端 部

亀 裂 は 、 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

歪 ゲ ー ジ 撤 去 後 、 切 削 予 定

3 2 0 m m

1 9 m m
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V P R 0 5 V P R 0 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 6 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 5 5 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 5 5 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 5 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4
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V P R 1 0

V P R 1 1
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V P R 2 1

V P R 2 2
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

5 5 m m

5 5 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 8 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 8 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①
②

⑤

⑦

V P R 0 5 - ①
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横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

1 0 × 1 9 長 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

1 0 × 1 3 長 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPR05-① VPR05-①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

C

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ フ ラ ン ジ の 止 端 部 付 近 の 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 0 × 1 9 m m 、 1 0 ×

1 3 m m 長 孔 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 3
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 垂 直 材 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

亀 裂 中 央 部 を 4 . 5 m m 切 削 で 亀

裂 の 残 存 を 確 認 し 、 切 削 終 了

4 . 5 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E C

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 0 5 - ① V P R 0 5 - ①

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 3

【 凡 例 】

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P R 0 5 V P R 0 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 6 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 9 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 9 3 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 9 3 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0
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V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

1 0 0 m m

9 3 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 7 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 7 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 0 5 - ③

-39-



※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材 に 進 行

し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E D

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P R 0 5 - ③

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

V P R 0 5 - ③

9 3 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：

φ16 孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12 時

6 時

内 面

母 材

外 面

φ 1 6 孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

1 2 時

6 時

内 面

母 材

外 面
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V P R 0 7 V P R 0 7

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 7 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 9 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 4 8 ㎜

( 3 8 + 1 0 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 3 8 ㎜

② ： l ＝ 1 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590） 不 明

3 8 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 7 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 3 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

1 3 m m

1 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 7 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 3 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P R 0 7 - ①
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4 m m 切 削 後 M T 状 況 4 . 5 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 0 7 - ① V P R 0 7 - ①

全 景 写 真 切 削 前 状 況 1 m m 切 削 後 M T 状 況 ( 亀 裂 消 去 確 認 ) 1 m m 切 削 後 M T 状 況

2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況 4 m m 切 削 後 M T 状 況 ( 亀 裂 消 去 確 認 )

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

3 m m 切 削 後 M T 状 況

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 4 . 5 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

A ： 1 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

除 去

0 1 2 3

- - - - - -

B 部 長 さ ( m m )

切 削 深 さ ( m m )

A 部 長 さ ( m m )

1 0 除 去 - - - - - -

4 4 . 5

3 8 3 7 3 4 3 2 5

B

A

B

A

B

A 上 部

A 上 部

A 上 部

A 下 部

A 下 部

A 下 部

A 下 部

B

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 3

A

B

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

A

B
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V P R 0 7 V P R 0 7

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 6 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 9 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 4 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 4 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1
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V P R 1 4
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V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5

V
P
R
0
1

V
P
R
0
2

V
P
R
0
3

V
P
R
0

4

V
P
R
0
5

V
P
R
0

6

V
P

R
0
7

V
P
R
0

8

V
P
R
0

9

V
P
R
1

0

V
P
R
1

1

V
P
R
1

2

V
P
R
1

3

V
P
R
1

4

V
P
R
1

5

V
P
R
1

6

V
P
R
1

7

V
P
R
1

8

V
P
R
1
9

V
P
R
2

0

V
P
R
2
1

V
P
R
2

2

V
P
R
2
3

V
P
R
2
4

V
P
R
2
5

V
P
L
0
1

V
P
L
0
2

V
P
L
0
3

V
P
L
0
4

V
P
L
0
5

V
P
L
0
6

V
P
L

0
7

V
P
L
0
8

V
P
L
0
9

V
P
L
1
0

V
P
L
1
1

V
P
L
1
2

V
P
L
1
3

V
P
L
1
4

V
P
L
1
5

V
P
L
1
6

V
P
L
1
7

V
P
L
1
8

V
P
L
1

9

V
P
L
2
0

V
P
L
2

1

V
P
L
2
2

V
P
L
2

3

V
P
L
2
4

V
P
L
2
5

●
●

●
●

● ●
●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

● ● ●
●

● ●
●

●
●

● ● ● ●
●
●

●

●

●

● ● ● ● ●
●

● ● ● ●
●

● ●
●
●

●

● ●

亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）不 明

4 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 1 6 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 8 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

亀 裂 位 置 イ メ ー ジ 写 真

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 6 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 8 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 0 7 - ③
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4 m m 切 削 後 M T 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ａ

イ メ ー ジ 図

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 0 7 - ③

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況
V P R 0 7 - ③

備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ 5 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

5 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

4 0 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

19mm

垂 直 材

9.3mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

0mm

9mm

0mm9mm

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

ビ ー ド

フ ラ ン ジ

ビ ー ド 幅 ： 1 6 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

4 0 3 9 3 4 2 8 1 4 亀 裂 消 去 － － － －
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V P R 1 9 V P R 1 9

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 7 . 8 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 3 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 5 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 5 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 4 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 4 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

不
明

4 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 1 6 . 3 ㎜

の ど 厚 ： 7 . 8 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 6 . 3 ㎜

の ど 厚 ： 7 . 8 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 3 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P R 1 9 - ①
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4 m m 切 削 後 M T 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ａ

イ メ ー ジ 図

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 1 9 - ①

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況
V P R 1 9 - ①

備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ 5 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

5 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

4 0 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

19mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm 9mm

0mm

9mm

垂 直 材

9.3mm

ビ ー ド

フ ラ ン ジ

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

4 0 4 0 3 7 3 2 1 9 亀 裂 消 去 － － － －
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V P R 1 9 V P R 1 9

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 5 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 5 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 4 3 ㎜

( 3 5 + 8 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 3 5 ㎜

② ： l ＝ 8 ㎜

※ 切 削 後 （ ② の み ）

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

②

①

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

不 明

不 明

3 5 m m

8 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 1 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 5 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

橋 梁 全 体 位 置 図

（ 様 式 - 6 ）

1 4 m m

2 5 m m

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 1 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 5 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

検 査 範 囲
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亀 裂 位 置 立 体 図

表 面 切 削 状 況 図

2

4

9 . 3 m m

垂 直 材

横 桁

1 9 . 0 m m

平 面 図

断 面 図

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 1 9 - ③

-47-



Ｃ

イ メ ー ジ 図 備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 1 9 - ③

全 景 写 真 A ： 1 m m 、 B ： 1 m m 切 削 後 M T 状 況 A ： 2 m m 、 B ： 2 m m 切 削 後 M T 状 況 A ： 3 m m 、 B ： 3 m m ( 消 去 ) 切 削 後 M T 状 況

V P R 1 9 - ③

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

か つ 、 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 上

フ ラ ン ジ 側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀

裂
【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

（ 垂 直 材 側 ）

A ： ４ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

（ 横 桁 材 側 ）

B ： ３ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）A ： 4 m m 、 B ： 3 m m 切 削 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E

3 5 m m

8 m m

1 4 m m

2 5 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

0mm

9mm

0mm9mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

垂 直 材

9.3mm

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

19mm

ビ ー ド

フ ラ ン ジ

A

B

ビ ー ド 幅 ： 1 5 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Ａ

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

3 5 3 5 2 7 1 2 亀 裂 消 去 － － － － －

Ｂ

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

－ － 8 亀 裂 消 去 － － － － － －

※ 初 回 M T 調 査 で 2 m m 切 削 済 み

A B
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V P R 2 1 V P R 2 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 1 3 ㎜

( 1 0 0 + 5 + 5 + 3 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 5 、 5 ㎜

③ ： l ＝ 3 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 1 0 0 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4
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V P R 2 4

V P R 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

①

②

③

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

1 0 0 m m

1 0 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

2 0 m m

1 5 m m

1 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 3 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 3 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤
⑦

V P R 2 1 - ①
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

D

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPR21-① VPR21-①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側 ( 前 回 施 工 )

1 0 0 m

2 0 m m

1 5 m

1 0 m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材 に 進 行

し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

歪 ゲ ー ジ 撤 去 後 、 切 削 予 定

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

D

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

伊 達 橋 　 応 急 未 対 策 箇 所 　 V P R 2 1 - ① V P R 2 1 - ①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

1 0 0 m m

2 0 m m

1 5 m m

1 0 m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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V P R 2 1 V P R 2 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 1 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 8 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 8 ㎜

※ 切 削 後

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ② 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ②

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

横 桁 下 フ ラ ン ジ ： 220× 16× 420

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

横 桁 下 フ ラ ン ジ ： 220× 16× 420

不 明

1 8 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置1
6

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 1 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 3 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

橋 梁 全 体 位 置 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 1 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 3 ㎜

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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亀 裂 位 置 立 体 図

表 面 切 削 状 況 図

7

.

3

9

.

3

6

2
垂 直 材

9 . 3 m m

横 桁

1 6 m m

ニ ー ブ レ ス

8 m m

平 面 図

断 面 図

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤
⑦

V P R 2 1 - ②
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Ｆ

イ メ ー ジ 図 備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 2 1 - ②

全 景 写 真 2 m m 切 削 後 M T 状 況

V P R 2 1 - ②

【 特 徴 】

■ 下 フ ラ ン ジ 及 び ニ ー ブ レ ス 上

フ ラ ン ジ の コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ 3 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）3 m m 切 削 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E

1 8 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 下 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 16mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm 9mm

0mm

9mm

垂 直 材

9.3mm

ビ ー ド

フ ラ ン ジ

ニ ー ブ レ ス 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 8mm

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 1 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

－ － 1 8 亀 裂 消 去 － － － － － －

※ 初 回 M T 調 査 で 2 m m 切 削 済 み
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V P R 2 1 V P R 2 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 4 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 9 5 ㎜

( 6 9 + 1 0 + 5 + 5 + 3 + 3 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 1 0 、 5 、 5 、 3 ㎜

③ ： l ＝ 3 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 6 9 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5

V
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●
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●
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 9 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

不 明

不 明

3 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

6 9 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 9 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③
④

⑥

⑧

V P R 2 1 - ③
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E D

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPR21-③ VPR21-③

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

3 m

6 9 m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材 に 進 行

し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

歪 ゲ ー ジ 撤 去 後 、 切 削 予 定

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

D

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

伊 達 橋 　 応 急 未 対 策 箇 所 　 V P R 2 1 - ③ V P R 2 1 - ③

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

3 m

6 9 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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V P R 2 3 V P R 2 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 4 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 7 4 ㎜

( 6 5 + 3 + 6 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 3 ㎜

③ ： l ＝ 6 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 6 5 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2
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V P R 1 4
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

①

③

②

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

不 明

6 5 m m

1 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

3 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P R 2 3 - ①
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横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 0 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPR23-① VPR23-①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

C

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ フ ラ ン ジ の 止 端 部 付 近 の 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 0 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 4
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 2 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

B ： 1 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

C ： 4 . 5 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 1 3 m m → 1 m m 残 存

4 . 5 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

4 m m 切 削 後 M T 状 況 切 削 前 状 況 1 m m 切 削 後 M T 状 況 ( 亀 裂 消 去 確 認 )

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E C

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 2 3 - ① V P R 2 3 - ①

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

B

B

C

C

C

A

B

C

C

A 部 消 去

A

C

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 4

A

B

C

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：

2 1

C 部 長 さ ( m m ) ※

1 3 1 3 1 2 1 2

- - -

0 1 2 3 4

※ 基 準 線 か ら の 長 さ を 示 す 。

A 部 長 さ ( m m )

B 部 長 さ ( m m )

切 削 深 さ ( m m )

4 . 5

- - - - - -

6 除 去 - - - - - - - - - - - -

3 3 除 去
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V P R 2 3 V P R 2 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 4 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 4 0 ㎜

( 3 5 + 5 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 3 5 ㎜

② ： l ＝ 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

①

②

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

3 5 m m

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 9 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 2 3 - ③

-60-



A ： 4 m m 切 削 後 M T 状 況 、 B ： 消 去

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｂ

イ メ ー ジ 図

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 2 3 - ③

全 景 写 真 A ： 1 m m 、 B ： 1 m m 切 削 後 M T 状 況 A ： 2 m m 、 B ： 2 m m ( 消 去 ) 切 削 後 M T 状 況 A ： 3 m m 切 削 後 M T 状 況 、 B ： 消 去

V P R 2 3 - ③

備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂 と 、 上

フ ラ ン ジ 上 面 （ 又 は 下 面 ） の 、 垂

直 材 側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ ５ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

A ： 4 m m 、 B ： 1 1 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

3 5 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

19mm

垂 直 材

9.3mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

0mm

9mm

0mm9mm

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

ビ ー ド

フ ラ ン ジ

ビ ー ド 幅 ： 9 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

3 5 3 0 2 8 2 4 1 2 亀 裂 消 去 － － － －

A

B
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V P R 2 4 V P R 2 4

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 6 2 ㎜

( 1 5 0 + 1 2 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 5 0 m m

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 5 0 ㎜

② ： l ＝ 1 2 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

①

②

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590） 1 5 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ：

260 × 16× 420（ HT590）

1 5 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

4 4 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227（ STK400）

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①
②

⑤

⑦

V P R 2 4 - ①
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材 に 進 行

し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E D

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P R 2 4 - ①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

V P R 2 4 - ①

1 5 0 m

4 4 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：

φ16

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9時

内 面

外 面

母 材

3時

内 面

外 面

母 材

12 時

6 時

内 面

母 材

外 面

φ16 孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12 時

6時

内 面

母 材

外 面
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 6 . 6 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 長

2 6 m m → 1 2 m m 残 存

M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 2 4 - ① V P R 2 4 - ①

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 状 況

- - - - - -

A 部 長 さ ( m m )

2 6 2 6 2 0 1 2 - - - - - -

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2 3

A

A

A

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 1 6

A

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P R 2 4 V P R 2 4

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 1 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 8 . 4 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 4 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 4 0 ㎜

※ 切 削 後

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ② 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ②

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227

横 桁 下 フ ラ ン ジ ： 230 × 9× 420

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227

横 桁 下 フ ラ ン ジ ： 230× 9 × 420

不 明

4 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置9

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 1 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 8 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

橋 梁 全 体 位 置 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 1 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 8 . 4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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亀 裂 位 置 立 体 図

表 面 切 削 状 況 図

4

.

6

6

.

6

4

2

垂 直 材

横 桁

9 m m

6 . 6 m m

ニ ー ブ レ ス

8 m m

平 面 図

断 面 図

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①
②

⑤

⑦

V P R 2 4 - ②
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Ｆ

イ メ ー ジ 図 備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 2 4 - ②

全 景 写 真 2 m m 切 削 後 M T 状 況

V P R 2 4 - ②

【 特 徴 】

■ 下 フ ラ ン ジ 及 び ニ ー ブ レ ス 上

フ ラ ン ジ の コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ １

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ ３ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）3 m m 切 削 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E

4 0 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

※ 初 回 M T 調 査 で 2 m m 切 削 済 み

切 削 深 さ

( m m )

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

( m m )

※ ※ 4 0 亀 裂 消 去 - - - - - -
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V P R 2 4 V P R 2 4

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 8 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 4 2 ㎜

( 9 0 + 4 0 + 6 + 6 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 m m

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 9 0 ㎜

② ： l ＝ 4 0 、 6 、 6 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ - 1 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ - 1

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

1 0 0 m m

不 明

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

3 7 m m

4 0 m m

2 0 m m

1 0 m m

1 5 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 2 4 - ③ - 1

-67-



V P R 2 4 V P R 2 4

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 8 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 4 5 ㎜

( 2 0 + 1 0 + 1 5 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 9 0 ㎜

③ ： l ＝ 2 0 、 1 0 、 1 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ - 2 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ - 2

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

1 0 0 m m

不 明

検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

3 7 m m

4 0 m m

2 0 m m

1 0 m m

1 5 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420

ビ ー ド 幅 ： 1 3 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P R 2 4 - ③ - 2
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材 に 進 行

し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E D

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P R 2 4 - ③

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

V P R 2 4 - ③

φ16 孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12 時

6時

内 面

母 材

外 面

φ16 孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12 時

6 時

内 面

母 材

外 面

3 7 m m

4 0 m m

2 0 m m

1 0 m m

1 5 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材 に 進 行

し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

歪 ゲ ー ジ 撤 去 後 、 切 削 予 定

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E D

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

伊 達 橋 　 応 急 未 対 策 箇 所 　 V P R 2 4 - ③ V P R 2 4 - ③

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

3 7 m m

4 0 m m

2 0 m m

1 0 m m

1 5 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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V P R 2 5 V P R 2 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 9 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 6 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 5 7 ㎜

( 3 5 + 1 2 + 5 + 5 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 3 5 ㎜

② ： l ＝ 1 2 、 5 、 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420（ HT590）

ビ ー ド 幅 ： 9 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420（ HT590）

3 5 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

1 1 m m

不 明

ビ ー ド 幅 ： 9 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 3 . . 4 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 9 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 3 . . 4 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P R 2 5 - ①
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横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 0 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPR25-① VPR25-①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

C

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ フ ラ ン ジ の 止 端 部 付 近 の 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 0 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 4
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M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 垂 直 材 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 6 . 6 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 2 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

B ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 長

1 2 m m → 5 m m 残 存

4 m m 切 削 後 M T 状 況 4 . 5 m m 切 削 状 況

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 2 5 - ① V P R 2 5 - ①

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 ( 亀 裂 消 去 確 認 )

40 1 2 3

切 削 深 さ ( m m )

A 部 長 さ ( m m )

B 部 長 さ ( m m )

51 2 1 2 1 0 7 5

4 . 5

1 2 6 除 去 - - - - - - - - -

A

B B

B

B

B

A

B

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 4

B

A

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P R 2 5 V P R 2 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 2 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 7 . 9 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 8 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 8 ㎜

※ 切 削 後

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ② 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ②

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1
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V P R 1 4
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 下 フ ラ ン ジ ： 230× 9× 420

（ HT590 ）

ニ ー ブ レ ス 上 フ ラ ン ジ ： 1 0 0 × 8

（ S M 4 9 0 A ）

ビ ー ド 幅 ： 9 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 下 フ ラ ン ジ ： 230 × 9× 420

不 明

1 8 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置9

ビ ー ド 幅 ： 1 5 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 7 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

橋 梁 全 体 位 置 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 9 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 5 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 7 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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亀 裂 位 置 立 体 図

表 面 切 削 状 況 図

垂 直 材

横 桁

9 m m

9 . 3 m m

ニ ー ブ レ ス

8 m m

5

2

7

.

3

9

.

3

平 面 図

断 面 図

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P R 2 5 - ②

-74-



3 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 2 5 - ②

全 景 写 真 2 m m 切 削 後 M T 状 況

V P R 2 5 - ②

【 特 徴 】

■ 下 フ ラ ン ジ 及 び ニ ー ブ レ ス 上

フ ラ ン ジ の コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ １

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ ３ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｆ

イ メ ー ジ 図

1 8 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 下 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 9mm

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

0mm 9mm

0mm

9mm

垂 直 材

9.3mm

ビ ー ド

フ ラ ン ジ

ニ ー ブ レ ス 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ 8mm

ビ ー ド 幅 ： 9 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

－ － 1 8 亀 裂 消 去 － － － － － －

※ 初 回 M T 調 査 で 2 m m 切 削 済 み -75-



V P R 2 5 V P R 2 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 3 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 5 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 0 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 2 2 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 2 2 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

不 明

2 2 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 2 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

V P R 2 5 - ③

-76-



4 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L R 2 5 - ③

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

V P L R 2 5 - ③

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ １

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ ４ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ａ

イ メ ー ジ 図

2 2 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

垂 直 材

9.3mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

16mm

0mm9mm

0mm

9mm

ビ ー ド

フ ラ ン ジ

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 9 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

2 2 2 2 2 2 1 5 亀 裂 消 去 － － － － －
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V P R 2 5 V P R 2 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 0 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 2 6 ㎜

( 6 0 + 2 3 + 2 0 + 2 3 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 5 0 m m

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 2 3 ㎜

③ ： l ＝ 2 0 ㎜

④ ： l ＝ 2 3 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 6 0 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

検 査 範 囲

下 弦 材 ： φ355.6× 14× 600（ SS400）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

寸 法 凡 例

－ :  亀 裂 延 長

－ :  離 隔 距 離

下 弦 材 ： φ355.6× 14× 600（ SS400）

2 0 m m

2 2 m m

2 3 m m

2 3 m

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

ビ ー ド 幅 ： 8 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

下 弦 材 ： φ355.6× 14× 600

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A ）

ビ ー ド 幅 ： 8 . 4 ㎜

の ど 厚 ： 6 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 0 ㎜

仕 上 げ ： 無

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P R 2 5 - ⑤
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 か ら 下 弦 材 に 進 展 し た 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E Ｇ

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P R 2 5 - ⑤

遠 　 　 　 景 起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス フ ラ ン ジ 起 点 側 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

V P R 2 5 - ⑤

2 0 m m

2 2 m m

2 3 m m

2 3 m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：

φ16 孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12 時

6 時

内 面

母 材

外 面
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V P R 2 5 V P R 2 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 2 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 8 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 m m

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 0 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125（ SM490A）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

1 0 0 m m

1 0 0 m m

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

下 弦 材 ： φ355.6× 14× 600（ SS400）
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 8 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 4 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 8 . 1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①
②

⑤

⑦

V P R 2 5 - ⑤ ⑥
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【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 に 沿 う 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 下 弦 材 の 止 端 部

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

歪 ゲ ー ジ 撤 去 後 、 切 削 予 定

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） 検 討 要 亀 裂 T Y P E Ｇ

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

伊 達 橋 　 応 急 未 対 策 箇 所 　 V P R 2 5 - ⑤ ⑥ V P R 2 5 - ⑤ ⑥

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

1 0 0 m m

-81-



V P R 2 5 V P R 2 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 7 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 2 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 2 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

① ： l ＝ 1 0 0 ㎜

② ： l ＝ 8 3 ㎜

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 2 2 8 ㎜

( 1 0 0 + 8 3 + 4 5 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 m m

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

③ ： l ＝ 4 5 ㎜

④ ： l ＝ 1 5 , 7 ㎜

⑤ ： l ＝ 2 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑥ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑥
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

検 査 範 囲

下 弦 材 ： φ355.6× 14× 600（ SS400 ）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

下 弦 材 ： φ355.6× 14× 600（ SS400）
ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 7 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

8 3 m m

1 5 m m

7 m m

下 弦 材 ： φ355.6× 14× 600（ SS400 ）
ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

ビ ー ド 幅 ： 1 2 . 5 ㎜

の ど 厚 ： 7 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 7 ㎜

の ど 厚 ： 2 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 2 ㎜

仕 上 げ ： 無

①

②

③

④ 、 ⑤

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

終 点 起 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁
ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①
②

⑤ ⑥

⑦

V P R 2 5 - ⑥
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5 m m 切 削 状 況

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー

ド 部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ

り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 下 弦 材 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ

り 。

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 1 4 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

■ 6 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

4 m m 切 削 後 M T 状 況 4 m m 切 削 状 況

6 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

V P R 2 5 - ⑥

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P R 2 5 - ⑥

2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2 6
0

4 5

亀 裂 長 さ ( m m )

1 0 0 9 6 7 2 6 1 4 6 8

3

A

B

CB

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

A

B

C

A

B

C

B

C

B

A

C

B

A

B

A

A

B

C

B

A

C

B

A

B

C
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【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 下 弦 材 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

歪 ゲ ー ジ 撤 去 後 、 切 削 予 定

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） 検 討 要 亀 裂 T Y P E Ｇ

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

伊 達 橋 　 応 急 未 対 策 箇 所 　 V P R 2 5 - ⑥ V P R 2 5 - ⑥

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

⑥ ⑤
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支 承 B h 0 5 0 1 支 承 B h 0 5 0 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 9 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

l ＝ 1 0 ㎜

※ 切 削 後

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 リ ブ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 リ ブ

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1
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V P R 1 4
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V P R 1 7

V P R 1 8
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V P R 2 0
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V P L 0 1
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V P L 1 0

V P L 1 1
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V P L 2 3

V P L 2 4
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

ソ ー ル P L ： 3 0 0 × 2 2 × 5 1 0 （ S S 4 0 0 ）

リ ブ P L ： 2 1 5 × 1 0 × 4 3 0 （ S S 4 0 0 ）

1 0 ㎜

橋 梁 全 体 位 置 図

（ 様 式 - 6 ）

1 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

ソ ー ル P L ： 3 0 0 × 2 2 × 5 1 0

リ ブ P L ： 2 1 5 × 1 0 × 4 3 0 （ S S 4 0 0 ）

不 明

ビ ー ド 幅 ： 1 1 . 0 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

ソ ー ル P L ： 3 0 0 × 2 2 × 5 1 0 （ S S 4 0 0 ）

リ ブ P L ： 2 1 5 × 1 0 × 4 3 0 （ S S 4 0 0 ）

外

側

内

側

起

点

側

終

点

側

P

L

t

=

1

0

(

S

S

4

0

0

)

P

L

t

=

1

4

φ

3

5

5

.

6

(

S

S

4

0

0

)

P

L

t

=

2

2

(

S

S

4

0

0

)

6

8

検 査 範 囲

亀 裂 位 置 立 体 図

表 面 切 削 状 況 図

リ ブ

2 2 m m

2 m m

ソ ー ル プ レ ー ト

5 m m

断 面 図

亀 裂 位 置 写 真 （ 近

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

⑥

⑧

B h 0 5 0 1
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5 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 B h 0 5 0 1

全 景 写 真 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況 4 m m 切 削 後 M T 状 況

B h 0 5 0 1

【 特 徴 】

■ ソ ー ル プ レ ー ト 上 面 の 、 リ ブ

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 リ ブ 側 の

止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ １

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ 5 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｇ

イ メ ー ジ 図

1 0 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0ｔ

10ｔ

0ｔ 10ｔ

ビ ー ド

リ ブ PL

0 ｔ

10 ｔ

リ ブ PL10㎜

腐 食 部

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0㎜

10㎜

0㎜ 10㎜

ビ ー ド

リ ブ PL10㎜

0 ｔ

10 ｔ

リ ブ PL

腐 食 部

腐 食 部

ビ ー ド 幅 ： 1 0 . 6 ㎜

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

－ － 1 0 1 0 1 0 亀 裂 消 去 － － － －

※ 初 回 M T 調 査 で 2 m m 切 削 済 み
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支 承 B h 0 5 0 6 支 承 B h 0 5 0 6

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 3 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 5 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 3 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 1 3 0 ㎜

亀 裂 延 長 ： 1 3 0 m m

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

l ＝ 1 3 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 リ ブ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 リ ブ

内
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=
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V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1
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V P R 1 4
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V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0
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V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

検 査 範 囲

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

ソ ー ル P L ： 3 0 0 × 2 2 × 5 1 0 （ S S 4 0 0 ）

リ ブ P L ： 2 1 5 × 1 0 × 4 3 0 （ S S 4 0 0 ）

橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

ビ ー ド 幅 ： 7 . 8 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な

ソ ー ル P L ： 3 0 0 × 2 2 × 5 1 0

リ ブ P L ： 2 1 5 × 1 0 × 4 3 0 （ S S 4 0 0 ）

ビ ー ド 幅 ： 7 . 8 ㎜

の ど 厚 ： 3 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 5 ㎜

仕 上 げ ： 無

ソ ー ル P L ： 3 0 0 × 2 2 × 5 1 0

リ ブ P L ： 2 1 5 × 1 0 × 4 3 0

（ 様 式 - 6 ）

リ ブ 裏 面 の 亀 裂 状 況 （ 貫 通 ）

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

ニ ー ブ レ ス

亀 裂 位 置 写 真 ( 近

B h 0 5 0 6
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ ソ ー ル プ レ ー ト の リ ブ 側 止 端 部

か ら 下 弦 材 リ ブ 側 の 止 端 部 に 至 る

リ ブ 母 材 の 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 0 m m 削 孔

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E Ｇ

イ メ ー ジ 図 備 考

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 B h 0 5 0 6

遠 　 　 　 景

リ ブ の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 0 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

B h 0 5 0 6

内 面

外 面

母 材

9時

内 面

外 面

母 材

3時

内 面

外 面

母 材

12 時

6時

内 面

母 材

外 面
亀 裂

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：

-88-



V P L 0 1 V P L 0 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 4 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 9 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 4 5 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無

（ ス ケ ッ チ ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

（ 亀 裂 指 示 模 様 ）

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

（ 調 査 カ 所 近 影 ）

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

特 記 事 項

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

点 検 位 置伊 達 橋橋 梁 名 ① ①橋 梁 名伊 達 橋 点 検 位 置

① ： l ＝ 4 5 ㎜

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

※ 未 切 削

亀 裂 の 有 無
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420

（ HT590 ）

4 5 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400）
横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

不 明

ビ ー ド 幅 ： 9.0 ㎜

の ど 厚 ： 3.1㎜

余 盛 量 ： 1.9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 13.5 ㎜

の ど 厚 ： 6.4㎜

余 盛 量 ： -0.4㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

（ 様 式 - 6 ）

橋 梁 全 体 位 置 図

検 査 範 囲
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亀 裂 位 置 立 体 図

ビ ー ド 幅 ： 9.0 ㎜

の ど 厚 ： 3.1㎜

余 盛 量 ： 1.9㎜

仕 上 げ ： 無

ビ ー ド 幅 ： 13.5㎜

の ど 厚 ： 6.4 ㎜

余 盛 量 ： -0.4㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 側 終 点 側

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス
ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

①

②

V P L 0 1 - ①
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ａ

イ メ ー ジ 図 備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 1 - ①

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ ３ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

全 景 写 真

3 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

V P L 0 1 - ①

4 5 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm9mm

0mm

9mm

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

16mm

垂 直 材

9.3mm

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

ビ ー ド 幅 ： 9.0 ㎜

の ど 厚 ： 3.1 ㎜

余 盛 量 ： 1.9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

4 5 4 0 2 5

亀 裂 消 去 － － － － － －
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V P L 0 1 V P L 0 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 3 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 6 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 4 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 5 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 5 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16 × 420（ HT590）
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4 × 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590 ）

5 0 m m

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

検 査 範 囲

ビ ー ド 幅 ： 11.3㎜

の ど 厚 ： 5.7㎜

余 盛 量 ： 0.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.9㎜

の ど 厚 ： 3.6 ㎜

余 盛 量 ： 4.4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420（ HT590）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420 （ HT590）
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 11.3㎜

の ど 厚 ： 5.7 ㎜

余 盛 量 ： 0.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.9㎜

の ど 厚 ： 3.6 ㎜

余 盛 量 ： 4.4㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

③

④

⑥

V P L 0 1 - ③
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6 m m 切 削 後 M T 状 況

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】        　  ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ ７ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

イ メ ー ジ 図 備 考

切 削 亀 裂 T Y P E

応 急 対 策 方 針

V P L 0 1 - ③

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）7 m m 切 削 状 況

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 1 - ③

Ａ

全 景 写 真

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

4 m m 切 削 後 M T 状 況 5 m m 切 削 後 M T 状 況

5 0 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm 9mm

0mm

9mm

垂 直 材

9.3mm

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

16mm

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

ビ ー ド 幅 ： 9.9 ㎜

の ど 厚 ： 3.6 ㎜

余 盛 量 ： 4.4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

5 0 4 9 4 8

3 9 3 9 2 7 1 5 亀 裂 消 去 － －
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V P L 0 1 V P L 0 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 3 . 4 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 4 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 7 . 3 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 2 3 ㎜

( 4 7 + 4 6 + 3 0 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 2 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 4 6 ㎜

③ ： l ＝ 3 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 4 7 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

起 点 側 終 点 側

下 弦 材 ： φ355.6× 14 × 600

（ SS400）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A）

橋 梁 全 体 位 置 図

検 査 範 囲
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亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

下 弦 材 ： φ355.6 × 14× 600

（ SS400 ）

3 0 m m

4 7 m m

4 6 m m

ビ ー ド 幅 ： 12.0 ㎜

の ど 厚 ： 5.7㎜

余 盛 量 ： 7.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 7.0 ㎜

の ど 厚 ： 3.4㎜

余 盛 量 ： -0.4㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A）

2 0 m m

不 明

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

下 弦 材 ： φ355.6× 14 × 600

（ SS400 ）

ビ ー ド 幅 ： 12.0 ㎜

の ど 厚 ： 5.7 ㎜

余 盛 量 ： 7.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 7.0 ㎜

の ど 厚 ： 3.4 ㎜

余 盛 量 ： -0.4㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

②

⑤

⑦

V P L 0 1 - ⑤
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 1 - ⑤ V P L 0 1 - ⑤

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー

ド 部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を お 横 断 す る 亀 裂 あ

り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 下 弦 材

の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】

■ 亀 裂 先 端 を 1 m m ず つ 切 削 →

※ 1

M T 調 査 を 実 施 → 亀 裂 長 の 変

化 を 確 認

【 結 果 】

■ A , B 共 に 2 m m 切 削 で 亀 裂 長

不 変 に て 切 削 終 了

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

B

B

A

A

B

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 8

A

B

【 凡 例 】

切 削 後 残 存 ：
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V P L 0 1 V P L 0 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 2 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 8 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 2 2 0 ㎜

( 1 7 0 + 5 0 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 7 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 7 0 ㎜

② ： l ＝ 5 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ - 1 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ - 1

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125（ SM490A ）

1 7 0 m m

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1 2 m m

検 査 範 囲

下 弦 材 ： φ355.6 × 14× 600

（ SS400 ）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 9.2 ㎜

の ど 厚 ： 4.2㎜

余 盛 量 ： 0.8㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 14.0㎜

の ど 厚 ： 2.9㎜

余 盛 量 ： 1.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

1 7 0 m m

5 0 m m

1 9 m m

ビ ー ド 幅 ： 14.0 ㎜

の ど 厚 ： 2.9㎜

余 盛 量 ： 1.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.2 ㎜

の ど 厚 ： 4.2㎜

余 盛 量 ： 0.8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A）

1 2 m m

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 側 終 点 側

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス
ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

②

⑤

⑦

V P L 0 1 - ⑤ ⑥ - 1
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V P L 0 1 V P L 0 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 2 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 8 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 3 1 ㎜

( 1 2 + 1 9 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 7 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

③ ： l ＝ 1 2 ㎜

④ ： l ＝ 1 9 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ - 2 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ - 2
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

起 点 側 終 点 側

検 査 範 囲

④

③

下 弦 材 ： φ355.6× 14× 600

（ SS400 ）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A）
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125（ SM490A）

1 7 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 9.2 ㎜

の ど 厚 ： 4.2㎜

余 盛 量 ： 0.8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A ）

ビ ー ド 幅 ： 14.0㎜

の ど 厚 ： 2.9㎜

余 盛 量 ： 1.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

1 7 0 m m

5 0 m m

1 9 m m

ビ ー ド 幅 ： 14.0㎜

の ど 厚 ： 2.9㎜

余 盛 量 ： 1.1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.2㎜

の ど 厚 ： 4.2㎜

余 盛 量 ： 0.8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

1 2 m m

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 斜 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P L 0 1 - ⑤ ⑥ - 2
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イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦 材

の 両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E Ｇ

遠 　 　 　 景

近 　 　 　 景

終 点 側

ニ ー ブ レ ス フ ラ ン ジ 終 点 側 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

起 点 側

V P L 0 1 - ⑥

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P L 0 1 - ⑥

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

φ16孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9時

内 面

外 面

母 材

3時

内 面

外 面

母 材

12時

6時

内 面

母 材

外 面

1 7 0 m m

5 0 m m

1 9 m m

1 2 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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伊達橋　応急対策（亀裂切削）　VPL01-⑥-1

全 景 写 真 前 処 理 後 M T 状 況 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

VPL01-⑥-1

3 m m 切 削 後 M T 状 況 4 m m 切 削 後 M T 状 況 5 m m 切 削 後 M T 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｃ

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド 部

に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦 材 の

両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を 実 施

→ 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

亀 裂 A ： 8 m m 切 削 で 亀 裂 除 去

亀 裂 B ： 3 m m 切 削 で 未 溶 着 部 を 確

認

6 m m 切 削 後 M T 状 況 8 m m 切 削 後 M T 状 況

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e

T e s t i n g )

9 m m 切 削 後 M T 状 況

7 m m 切 削 後 M T 状 況

A

B

き ず A 除 去

防 錆 処 理 済 み

1 7 0 m m

5 0 m m

1 9 m m

1 2 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：

切 削 範 囲 ：

A

B

ﾆ ｰ ﾌ ﾞ ﾚ ｽ 下 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

8mm

亀 裂 A

亀 裂 B

切 削 方 向 ①

亀 裂 A

切 削 方 向 ① か ら 切 削 し 、 8mm 切 削 後 、 亀 裂 を 消 去 。

亀 裂 Aの 深 さ の 進 展 方 向

0mm

14mm

ビ ー ド

14mm

下 弦 材

亀 裂 Aの 変 化

0mm

溶 接 未 溶 着 部

14mm

亀 裂 A に よ り 切 削 済 み

切
削

方
向

②

亀 裂 Bの 変 化

溶 接 未 溶 着 部

亀
裂

B

の
深

さ
の

進
展

方
向

0mm

開 先 形 状 不 明

溶 接 未 溶 着 部 を 確 認

B 長 さ

（ ㎜ ）

2 0 2 1 2 6 2 7

切 削 深 さ

（ ㎜ ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

消 去

A 全 長

（ ㎜ ）

1 9 1 7 1 5 1 3 - - -1 1 1 0 1 0 4

亀 裂 A
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伊達橋　応急対策（亀裂切削）　VPL01-⑥-2

全 景 写 真 前 処 理 後 M T 状 況 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

VPL01-⑥-2

3 m m 切 削 後 M T 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｃ

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー

ド 部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ

り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦

材 の 両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ

り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を 実 施 →

亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

亀 裂 A ： 8 m m 切 削 で 亀 裂 除 去

亀 裂 B ： 3 m m 切 削 で 未 溶 着 部 を 確

認

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e

T e s t i n g )

防 錆 処 理 済 み

未 溶 着 部 （ 錆 を 確 認 ）

B

1 7 0 m m

5 0 m m

1 9 m m

1 2 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：

切 削 範 囲 ：

A

B

ﾆ ｰ ﾌ ﾞ ﾚ ｽ 下 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

8mm

亀 裂 A

亀 裂 B

切 削 方 向 ①

亀 裂 A

切 削 方 向 ① か ら 切 削 し 、 8mm 切 削 後 、 亀 裂 を 消 去 。

亀 裂 Aの 深 さ の 進 展 方 向

0mm

14mm

ビ ー ド

14mm

下 弦 材

亀 裂 Aの 変 化

0mm

溶 接 未 溶 着 部

14mm

亀 裂 Aに よ り 切 削 済 み

切
削

方
向

②

亀 裂 Bの 変 化

溶 接 未 溶 着 部

亀
裂

B

の
深

さ
の

進
展

方
向

0mm

開 先 形 状 不 明

溶 接 未 溶 着 部 を 確 認

B 長 さ

（ ㎜ ）

2 0 2 1 2 6 2 7

切 削 深 さ

（ ㎜ ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

消 去

A 全 長

（ ㎜ ）

1 9 1 7 1 5 1 3 - - -1 1 1 0 1 0 4

亀 裂 B

-99-



V P L 0 2 V P L 0 2

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 5 . 9 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 9 9 ㎜

( 6 7 + 1 5 + 1 0 + 7 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 8 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 1 5 ㎜

③ ： l ＝ 1 0 、 7 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 6 7 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16 × 420 （ HT590）

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

8 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

検 査 範 囲

8

1
2

0
0

起

点

側

終

点

側
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6
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 13.5㎜

の ど 厚 ： 6.4㎜

余 盛 量 ： 0.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

ビ ー ド 幅 ： 9.9 ㎜

の ど 厚 ： 3.1㎜

余 盛 量 ： 5.9㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 0 2 - ①

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6 × 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420（ HT590 ）

6 7 m m

1 0 m m

7 m m

1 5 m m

1 3 m m

9 m m

ビ ー ド 幅 ： 13.5㎜

の ど 厚 ： 6.4㎜

余 盛 量 ： 0.6㎜

仕 上 げ ： 無

ビ ー ド 幅 ： 9.9㎜

の ど 厚 ： 3.1㎜

余 盛 量 ： 5.9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

7 m m
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横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPL02-① VPL02-①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

D

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

6 7 m m

1 0 m m

7 m m

1 5 m m

1 3 m m

9 m m

7 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 2 - ①

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｄ

切 削 前 状 況 3 m m 切 削 後 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）全 景 写 真

V P L 0 2 - ①

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 （ 6 . 6 m m ） の

1 / 2 ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 8 m m → 5 m m 残 存

B ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 5 m m → 3 m m 残 存

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

A

B

A

B

A

B

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 8

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2 - - - - - -

A 部 長 さ ( m m )

- - - - - - 8 5 - - - - - -

3

- - -

※ … A , B と も に 2 m m ま で は 前 回 切 削 済

B 部 長 さ ( m m )

- - - - - - 5 3 - - -

A

B

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P L 0 2 V P L 0 2

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 5 . 9 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 1 8 ㎜

( 9 5 + 2 3 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 9 5 ㎜

② ： l ＝ 2 3 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ - 1 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ - 1
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420（ HT590 ）

1 0 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 10.6㎜

の ど 厚 ： 4.9㎜

余 盛 量 ： 1.6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.9㎜

の ど 厚 ： 3.1㎜

余 盛 量 ： 5.9 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

3 0 m m

5 m m

6 m m

2 5 m m

8 m m

2 3 m m

3 8 m m

1 5 m m

8 m m

垂 直 材 ： φ267.4 × 6.6× 2227 （ STK400 ）

ビ ー ド 幅 ： 10.6 ㎜

の ど 厚 ： 4.9㎜

余 盛 量 ： 1.6㎜

仕 上 げ ： 無

ビ ー ド 幅 ： 9.9㎜

の ど 厚 ： 3.1 ㎜

余 盛 量 ： 5.9 ㎜

仕 上 げ ： 無

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P L 0 2 - ③ - 1
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V P L 2 V P L 2

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 1 ㎜

余 盛 量 ： 5 . 9 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 5 0 ㎜

( 3 0 + 5 + 1 5 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

③ ： l ＝ 3 0 、 5 、 1 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 9 5 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ - 2 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ - 2

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2
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V P L 1 5

V P L 1 6
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

検 査 範 囲

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420 （ HT590）
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

ビ ー ド 幅 ： 10.6 ㎜

の ど 厚 ： 4.9㎜

余 盛 量 ： 1.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.9㎜

の ど 厚 ： 3.1㎜

余 盛 量 ： 5.9㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

①

③

3 0 m m

5 m m

6 m m

2 5 m m

8 m m

2 3 m m

3 8 m m

1 5 m m

8 m m

垂 直 材 ： φ267.4 × 6.6× 2227 （ STK400 ）

ビ ー ド 幅 ： 10.6㎜

の ど 厚 ： 4.9㎜

余 盛 量 ： 1.6㎜

仕 上 げ ： 無

ビ ー ド 幅 ： 9.9㎜

の ど 厚 ： 3.1 ㎜

余 盛 量 ： 5.9㎜

仕 上 げ ： 無

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P L 0 2 - ③ - 2
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応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E Ｅ

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦 材

の 両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

下 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

上 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

V P L 0 2 - ③

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P L 0 2 - ③

遠 　 　 　 景

近 　 　 　 景

φ16 孔

内 面

外 面

母 材

9時

内 面

外 面

母 材

3時

内 面

外 面

母 材

12 時

6時

内 面

母 材

外 面

亀 裂

貫 通 を 確 認

φ16 孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9時

内 面 外 面

母 材

3時

内 面

外 面

母 材

12 時

6時

内 面

母 材

外 面

3 0 m m

5 m m

6 m m

2 5 m m

8 m m

2 3 m m

3 8 m m

1 5 m m

8 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 2 - ③ V P L 0 2 - ③

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 状 況

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 （ 6 . 6 m m ） の

1 / 2 ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 2 3 m m → 2 0 m m 残 存

B ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 5 m m → 4 m m 残 存

C ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 5 m m → 4 m m 残 存

切 削 前 状 況 3 m m 切 削 後 状 況

M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

A

B

C

A

B

C

A

B C

B 部 切 削 時 に 亀 裂 除 去

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 8

A

B

C

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：

※ … B , C と も に 2 m m ま で は 前 回 切 削 済

- - -

C 部 長 さ ( m m )

- - - - - - 5 4 - - - - - -

B 部 長 さ ( m m )

- - - - - - 5 4 - - -

- - - - - -

A 部 長 さ ( m m )

2 3 2 0 2 0 2 0 - - - - - -

3

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2
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V P L 0 2 V P L 0 2

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 0 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 7 . 5 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 5 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

① ： l ＝ 1 5 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ④ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ④

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5

V
P
R
0
1

V
P
R

0
2

V
P
R
0
3

V
P
R
0
4

V
P
R
0
5

V
P
R
0
6

V
P
R
0
7

V
P
R
0
8

V
P
R
0
9

V
P
R
1
0

V
P
R
1
1

V
P
R
1
2

V
P
R
1
3

V
P
R
1
4

V
P
R
1
5

V
P
R
1
6

V
P
R
1
7

V
P
R
1
8

V
P
R
1
9

V
P
R
2
0

V
P
R

2
1

V
P
R
2
2

V
P
R
2
3

V
P
R
2
4

V
P
R
2

5

V
P
L
0
1

V
P
L
0
2

V
P
L
0
3

V
P
L
0
4

V
P
L
0
5

V
P
L
0
6

V
P
L
0
7

V
P
L
0
8

V
P
L
0
9

V
P
L
1
0

V
P
L
1
1

V
P
L
1
2

V
P
L
1
3

V
P
L
1
4

V
P
L
1
5

V
P
L
1
6

V
P
L
1
7

V
P
L
1
8

V
P
L
1
9

V
P
L
2
0

V
P
L
2
1

V
P
L
2
2

V
P
L
2
3

V
P
L
2
4

V
P
L
2
5

●
●

●
●

● ●
●

●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

●

● ●
●

●

●
●

●
●

● ● ● ●
●
●

●

●

●

● ● ● ●

●
●

● ● ● ●
●

● ●
●
●

●

● ●

亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227 （ STK400）

横 桁 下 フ ラ ン ジ ： 260× 9 × 420

（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4 × 6.6× 2227 （ STK400）

横 桁 下 フ ラ ン ジ ： 260× 9 × 420

（ HT590）

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

9

ビ ー ド 幅 ： 10.6 ㎜

の ど 厚 ： 4.9㎜

余 盛 量 ： 1.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 7.7㎜

の ど 厚 ： 0.5㎜

余 盛 量 ： 7.5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

橋 梁 全 体 位 置 図

※ 切 削 後

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 10.6㎜

の ど 厚 ： 4.9㎜

余 盛 量 ： 1.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 7.7㎜

の ど 厚 ： 0.5㎜

余 盛 量 ： 7.5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

検 査 範 囲
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亀 裂 位 置 立 体 図

表 面 切 削 状 況 図

3

4

.

6

6

.

6

2

垂 直 材

ニ ー ブ レ ス

8 . 0 m m

6 . 6 m m

9 . 0 m m

横 桁

平 面 図

断 面 図

1 5 m m

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P L 0 2 - ④
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【 特 徴 】

■ 下 フ ラ ン ジ 及 び ニ ー ブ レ ス 上

フ ラ ン ジ の コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ ３ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 2 - ④

Ｆ

全 景 写 真 2 m m 切 削 後 M T 状 況

3 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

V P L 0 2 - ④

1 5 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 下 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 9mm

垂 直 材

6.6mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm 6mm

0mm

6mm

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

ニ ー ブ レ ス 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 8mm

ビ ー ド 幅 ： 7.7 ㎜

の ど 厚 ： 0.5 ㎜

余 盛 量 ： 7.5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

- - 1 6

亀 裂 消 去 － － － － － －

※ 初 回 M T 調 査 で 2 m m 切 削 済 み
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V P L 0 3 V P L 0 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 7 . 1 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 5 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 5 0 ㎜

（ 3 5 + 1 5 ）

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

① ： l ＝ 3 5 ㎜

② ： l ＝ 1 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 点 検 位 置 ①

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0
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V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

①

②

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

1 5 m m

3 5 m m

不 明

不 明

1 6 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 14.8㎜

の ど 厚 ： 7.1㎜

余 盛 量 ： -1.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 16.7㎜

の ど 厚 ： 3.8㎜

余 盛 量 ： 5.2㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19 × 420（ HT590）

ビ ー ド 幅 ： 14.8 ㎜

の ど 厚 ： 7.1㎜

余 盛 量 ： -1.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

ビ ー ド 幅 ： 16.7㎜

の ど 厚 ： 3.8㎜

余 盛 量 ： 5.2㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 0 3 - ①
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）4 m m 切 削 状 況

V P L 0 3 - ①伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 3 - ①

全 景 写 真

応 急 対 策 方 針

切 削

イ メ ー ジ 図

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

亀 裂 T Y P E C

備 考

3 m m 切 削 後 M T 状 況

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

■ 4 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

4 . 5

- - -

1 2 3 4

3 5 3 3 7 除 去

切 削 深 さ ( m m )

亀 裂 長 さ ( m m )

0

3 5

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 4

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

-110-



V P L 0 3 V P L 0 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 8 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 6 0 ㎜

（ 4 5 + 1 5 ）

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 4 5 ㎜

② ： l ＝ 1 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3 × 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590 ）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

4 5 m m

1 5 m m

不 明

不 明

1 6 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 12.0 ㎜

の ど 厚 ： 5.7 ㎜

余 盛 量 ： 1.8㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 8.5㎜

の ど 厚 ： 3.2㎜

余 盛 量 ： 3.8㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 12.0 ㎜

の ど 厚 ： 5.7㎜

余 盛 量 ： 1.8㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 8.5 ㎜

の ど 厚 ： 3.2㎜

余 盛 量 ： 3.8㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④
⑥

⑧

V P L 0 3 - ③
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横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPL03-③ VPL03-③

遠 　 　 　 景 中 　 　 央 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

Ｅ

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ の 下 面 （ 又 は 上

面 ） 及 び コ バ 面 の 、 垂 直 材 側 の

止 端 部 に 沿 う 亀 裂

か つ 、 垂 直 母 材 に 進 行 し た 亀

裂
　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

4 5 m m

1 5 m m

1 6 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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V P L 0 3 V P L 0 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 5 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 2 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 2 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 2 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100 × 8 × 1125

（ SM490A）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

1 2 0 m m

1 2 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 17.5 ㎜

の ど 厚 ： 4.4㎜

余 盛 量 ： 5.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 11.4㎜

の ど 厚 ： 3.9㎜

余 盛 量 ： 0.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

下 弦 材 ： φ355.6× 7.9× 600

（ SS400 ）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A ）

橋 梁 全 体 位 置 図

検 査 範 囲
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亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 17.5㎜

の ど 厚 ： 4.4㎜

余 盛 量 ： 5.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 11.4 ㎜

の ど 厚 ： 3.9㎜

余 盛 量 ： 0.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

亀 裂 位 置 写 真

V P L 0 3 - ⑤ ⑥
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

イ メ ー ジ 図 備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 3 - ⑤

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー

ド 部 に 沿 う 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 下 弦 材

の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】

■ 亀 裂 先 端 を 1 m m ず つ 切 削 →

※ 1

M T 調 査 を 実 施 → 亀 裂 長 の 変

化 を 確 認

【 結 果 】

■ 中 央 部 が 貫 通 し て い る た め 、

端 部 2 5 m m を 2 m m 切 削 し 、

1 3 m m と な っ た

全 景 写 真

V P L 0 3 - ⑤

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 8

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 3 - ⑥ V P L 0 3 - ⑥

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー

ド 部 に 沿 う 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 下 弦 材

の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】

■ 亀 裂 先 端 を 1 m m ず つ 切 削 →

※ 1

M T 調 査 を 実 施 → 亀 裂 長 の 変

化 を 確 認

【 結 果 】

■ 中 央 部 が 貫 通 し て い る た め 、

端 部 2 6 m m を 2 m m 切 削 し 、

1 4 m m と な っ た

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 8

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：
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V P L 0 5 V P L 0 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 2 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 6 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り ○

な し - - -

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 9 0 ㎜

（ 7 2 + 5 + 1 3 ）

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 6 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 5 ㎜

③ ： l ＝ 1 3 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 7 2 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3 × 2227

（ STK400 ）
横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590 ）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400 ）
横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

6 0 m m

1 3 m m

5 m m

7 2 m m

1 4 m m

1 7 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 12.1㎜

の ど 厚 ： 2.4 ㎜

余 盛 量 ： 4.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 13.5㎜

の ど 厚 ： 6.4㎜

余 盛 量 ： 0.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 12.1㎜

の ど 厚 ： 2.4 ㎜

余 盛 量 ： 4.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 13.5㎜

の ど 厚 ： 6.4㎜

余 盛 量 ： 0.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 0 5 - ①
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横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPL05-① VPL05-①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 ( 前 回 施 工 ） 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

Ｅ

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー

ド 部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ

り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦

材 の 両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ

り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

1 3 m m

5 m m

7 2 m m

1 4 m m

1 7 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

B ： 1 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

イ メ ー ジ 図 備 考

切 削 亀 裂 T Y P E

応 急 対 策 方 針

V P L 0 5 - ①伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 5 - ①

D

全 景 写 真

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

3 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

A

B

A

B

A

B

4 4 . 5

A 部 長 さ ( m m )

5 2 1 除 去 - - - - - -

3

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2

- - - - - -

B 部 長 さ ( m m )

1 3 除 去 - - - - - -

A

B

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 8

A

B

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P L 0 5 V P L 0 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 3 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 7 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 4 9 ㎜

（ 1 1 5 + 7 + 2 2 + 5 ）

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 1 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 7 ㎜

③ ： l ＝ 2 2 、 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 1 1 5 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）
不 明

不 明

1 1 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 12.0 ㎜

の ど 厚 ： 5.7㎜

余 盛 量 ： 3.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.3㎜

の ど 厚 ： 3.3㎜

余 盛 量 ： 2.7㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

2 2 m m

7 m m

2 3 m m

2 8 m m

5 m m

1 3 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3 × 2227

（ STK400）

ビ ー ド 幅 ： 9.3㎜

の ど 厚 ： 3.3㎜

余 盛 量 ： 2.7 ㎜

仕 上 げ ： 無

横 桁 上 フ ラ ン ジ ：

300× 19 × 420 （ HT590）

ビ ー ド 幅 ： 12.0㎜

の ど 厚 ： 5.7㎜

余 盛 量 ： 3.3㎜

仕 上 げ ： 無

磁 粉 探 傷 試 験 （ 下 側 ）

①

②

③

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P L 0 5 - ③
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下 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦 材

の 両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

V P L 0 5 - ③伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P L 0 5 - ③

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E Ｅ

イ メ ー ジ 図 備 考

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

遠 　 　 　 景 上 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

φ16孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9時

内 面 外 面

母 材

3時

内 面

外 面

母 材

12時

6時

内 面

母 材

外 面

φ16孔
亀 裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3時

内 面

外 面

母 材

12時

6時

内 面

母 材

外 面

2 2 m m

7 m m

2 3 m m

2 8 m m

5 m m

1 3 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 5 - ③ V P L 0 5 - ③

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

4 m m 切 削 後 M T 状 況 4 . 5 m m 切 削 後 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 4 . 5 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 2 2 m m → 1 4 m m 残 存

B ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 長 不 変

　 7 m m → 4 m m 残 存

A

B

A

B

A

B

1 4

- - -

B 部 長 さ ( m m )

7 4 4 4 - - -

B 部 に つ い て は 、 3 m m 切 削 後 も 亀 裂 長 に 変 化 が な い た め 切 削 終 了

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2 3 4 4 . 5

A 部 長 さ ( m m )

2 2 2 2 2 1 1 7 1 4

A

B

A

B

A

B

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 8

A

B

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P L 0 7 V P L 0 7

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 7 . 1 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 2 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 5 . 6 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 4 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 4 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19 × 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590 ）

4 0 m m

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 10.1 ㎜

の ど 厚 ： 2.4 ㎜

余 盛 量 ： 5.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 14.1 ㎜

の ど 厚 ： 7.1 ㎜

余 盛 量 ： -1.1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 10.1㎜

の ど 厚 ： 2.4 ㎜

余 盛 量 ： 5.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 14.1㎜

の ど 厚 ： 7.1㎜

余 盛 量 ： -1.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 0 7 - ①
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【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ ５ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）5 m m 切 削 状 況

V P L 0 7 - ①伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 7 - ①

全 景 写 真

応 急 対 策 方 針

切 削

イ メ ー ジ 図

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

亀 裂 T Y P E Ａ

備 考

3 m m 切 削 後 M T 状 況

4 m m 切 削 後 M T 状 況

4 0 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

19mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

0mm

9mm

垂 直 材

9.3mm
0mm9mm

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

ビ ー ド 幅 ： 10.1 ㎜

の ど 厚 ： 2.4 ㎜

余 盛 量 ： 5.6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

4 0 3 9 3 5

2 9 2 5 亀 裂 消 去 － － － －
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V P L 0 7 V P L 0 7

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 3 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 2 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 6 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 5 0 ㎜

（ 4 0 + 1 0 ）

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 4 0 ㎜

② ： l ＝ 1 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4 × 9.3× 2227

（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

4 0 m m

1 0 m m

不 明

不 明

1 1 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 11.3㎜

の ど 厚 ： 5.7㎜

余 盛 量 ： 2.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 11.1㎜

の ど 厚 ： 2.4㎜

余 盛 量 ： 6.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 11.3 ㎜

の ど 厚 ： 5.7 ㎜

余 盛 量 ： 2.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 11.1㎜

の ど 厚 ： 2.4㎜

余 盛 量 ： 6.6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P L 0 7 - ③
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横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPL07-③ VPL07-③

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

C

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

■ ビ ー ド 外 に 進 展 し た 亀 裂

【 応 急 措 置 】

■ フ ラ ン ジ の 止 端 部 付 近 の 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 0 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 4
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 0 7 - ③ V P L 0 7 - ③

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 ( 亀 裂 消 去 確 認 )

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E C

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 2 m m 切 削 で 亀 裂 除 去

B ： 4 . 5 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 1 7 m m → 5 m m 残 存

M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）4 m m 切 削 後 M T 状 況 4 . 5 m m 切 削 状 況

B

A

B

A

B

B

B

B

A 部 長 さ ( m m )

切 削 深 さ ( m m )

4 4 . 5

1 0 9 除 去 - - - - - - - - -

0 1 2 3

9 5

B 部 長 さ ( m m )

1 7 1 7 1 4 1 3

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 3 / 4

A

B

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P L 1 9 V P L 1 9

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 0 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 9 8 ㎜

（ 5 3 + 2 0 + 2 5 ）

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 2 0 ㎜

③ ： l ＝ 2 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 5 3 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

③

①

②

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420 （ HT590）

不 明

不 明

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400）
横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19 × 420（ HT590）

2 5 m m

2 8 m m

2 0 m m

1 9 m m

5 3 m m

ビ ー ド 幅 ： 8.1 ㎜

の ど 厚 ： 3.0㎜

余 盛 量 ： 4.0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.2㎜

の ど 厚 ： 4.2㎜

余 盛 量 ： 1.8㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

5 3 ㎜

ビ ー ド 幅 ： 8.1㎜

の ど 厚 ： 3.0 ㎜

余 盛 量 ： 4.0㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.2㎜

の ど 厚 ： 4.2㎜

余 盛 量 ： 1.8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 1 9 - ①
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横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPL19-① VPL19-①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

Ｅ

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ の 下 面 （ 又 は 上

面 ） 及 び コ バ 面 の 、 垂 直 材 側 の

止 端 部 に 沿 う 亀 裂

か つ 、 垂 直 母 材 に 進 行 し た 亀

裂
　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

2 5 m m

2 8 m m

2 0 m m

1 9 m m

5 3 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 1 9 - ① V P L 1 9 - ①

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 2 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

B ： 2 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

4 4 . 5

A 部 長 さ ( m m )

2 0 1 0 除 去 - - - - - - - - -

3

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2

- - - - - -

B 部 長 さ ( m m )

2 5 8 除 去 - - -

B

B

A

B

A

A

B

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 9

A

B

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P L 1 9 V P L 1 9

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 3 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 7 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 1 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 5 2 ㎜

（ 3 5 + 1 0 + 7 ）

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 1 0 ㎜

③ ： l ＝ 7 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 3 5 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

②

①

③

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3 × 2227

（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

3 5 m m

1 7 m m

7 m m

1 8 m m

1 0 m m

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 11.7㎜

の ど 厚 ： 5.3㎜

余 盛 量 ： 0.7㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 8.6㎜

の ど 厚 ： 1.8 ㎜

余 盛 量 ： 4.2㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3 × 2227

（ STK400 ）

ビ ー ド 幅 ： 11.7㎜

の ど 厚 ： 5.3㎜

余 盛 量 ： 0.7 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 8.6㎜

の ど 厚 ： 1.8㎜

余 盛 量 ： 4.2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③
④

⑥

⑧

V P L 1 9 - ③
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）A : 5 m m 、 B ： 1 m m 切 削 状 況 、 C : 消 去

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

か つ 、 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 上

フ ラ ン ジ 側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀

裂
【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

（ 垂 直 材 側 ）

A ： 5 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

（ 横 桁 材 側 ）

B ： 1 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

イ メ ー ジ 図 備 考

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 1 9 - ③

全 景 写 真

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｃ

A : 1 m m 、 B ： 1 m m 、 C : 1 m m ( 消 去 ) 切 削 後 M T 状 況 、 C : 消 去

A : 2 m m 、 B ： 1 m m ( 消 去 ) 切 削 後 M T 状 況 、 C : 消 去 A : 3 m m 切 削 後 M T 状 況 、 B ： 消 去 、 C : 消 去

A : 4 m m 切 削 後 M T 状 況 、 B ： 消 去 、 C : 消 去

V P L 1 9 - ③

3 5 m m

1 7 m m

7 m m

1 8 m m

1 0 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

A

B

C

0mm

9mm

0mm 9mm

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

垂 直 材

9.3mm

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

19mm

A

C

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

B

ビ ー ド 幅 ： 8.6 ㎜

の ど 厚 ： 1.8 ㎜

余 盛 量 ： 4.2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

( m m )

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Ａ

亀 裂 全 長

( m m )

3 5 3 4 2 9 2 8 1 5 亀 裂 消 去 - - - -

B

亀 裂 全 長

( m m )

1 0 8 6 亀 裂 消 去 - - - - - -

C

亀 裂 全 長

( m m )

7 亀 裂 消 去 - - - - - - - -
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V P L 2 1 V P L 2 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 4 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 2 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 6 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 9 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 5 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 9 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① - 1 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① - 1
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4 × 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

1 5 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4 × 9.3（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ：

300 × 19 × 420（ HT590 ）

1 9 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 12.7 ㎜

の ど 厚 ： 6.4 ㎜

余 盛 量 ： -0.4㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 10.1㎜

の ど 厚 ： 2.4㎜

余 盛 量 ： 6.6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 12.7㎜

の ど 厚 ： 6.4㎜

余 盛 量 ： -0.4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 10.1㎜

の ど 厚 ： 2.4㎜

余 盛 量 ： 6.6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

4 3 m m

8 m m

4 0 m m

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 2 1 - ① - 1
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V P L 2 1 V P L 2 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 4 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 2 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 6 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 4 8 ㎜

（ 4 0 + 8 ）

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 9 0 ㎜

② ： l ＝ 4 0 、 8 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① - 2 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① - 2

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 イ メ ー ジ 写 真

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 12.7㎜

の ど 厚 ： 6.4 ㎜

余 盛 量 ： -0.4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 10.1 ㎜

の ど 厚 ： 2.4 ㎜

余 盛 量 ： 6.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

8 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ：

300 × 19 × 420（ HT590）

1 9 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 12.7 ㎜

の ど 厚 ： 6.4㎜

余 盛 量 ： -0.4 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 10.1 ㎜

の ど 厚 ： 2.4㎜

余 盛 量 ： 6.6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

4 3 m m

8 m m

4 0 m m

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 2 1 - ① - 2
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遠 　 　 　 景

近 　 　 　 景

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

イ メ ー ジ 図 備 考

上 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦 材

の 両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

V P L 2 1 - ①伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P L 2 1 - ①

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E Ｅ

下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

φ16孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12時

6 時

内 面

母 材

外 面

φ16孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12時

6 時

内 面

母 材

外 面

8 m m

1 9 0 m m

4 3 m m

8 m m

4 0 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 1 - ① V P L 2 1 - ①

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

4 m m 切 削 後 M T 状 況 4 . 5 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 4 . 5 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 4 0 m m → 2 0 m m 残 存

A

A

A

A

A

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2 4 4 . 5

A 部 長 さ ( m m )

4 0 3 4 2 8 2 0 2 0 2 0

3

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 9

A

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P L 2 1 V P L 2 1

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 2 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 8 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 0 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 7 0 ㎜

（ 4 0 + 2 0 + 1 0 ）

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 2 0 ㎜

③ ： l ＝ 1 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 4 0 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4 × 9.3× 2227

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590）

4 0 m m

2 0 m m

1 0 m m

不 明

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 10.0㎜

の ど 厚 ： 4.2 ㎜

余 盛 量 ： 1.8㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.9㎜

の ど 厚 ： 3.0㎜

余 盛 量 ： 4.0㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

③

2 2 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

ビ ー ド 幅 ： 10.0 ㎜

の ど 厚 ： 4.2㎜

余 盛 量 ： 1.8 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 9.9 ㎜

の ど 厚 ： 3.0㎜

余 盛 量 ： 4.0㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③
④

⑥

⑧

V P L 2 1 - ③

-136-



横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPL21-③ VPL21-③

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

Ｅ

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ の 下 面 （ 又 は 上

面 ） 及 び コ バ 面 の 、 垂 直 材 側 の

止 端 部 に 沿 う 亀 裂

か つ 、 垂 直 母 材 に 進 行 し た 亀

裂
　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

4 0 m m

2 0 m m

1 0 m m

2 2 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 9 . 3 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 4 . 5 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 2 0 m m → 5 m m 残 存

4 m m 切 削 後 M T 状 況 4 . 5 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 1 - ③ V P L 2 1 - ③

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

A

A

A

A

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2 3 4 4 . 5

A 部 長 さ ( m m )

2 0 1 4 1 3 1 3 8 5

A

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 9

A

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P L 2 3 V P L 2 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 3 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 0 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 7 3 ㎜

（ 5 8 + 1 5 ）

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 7 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 5 8 ㎜

② ： l ＝ 1 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9
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V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300× 19× 420（ HT590 ）

5 8 m m

1 5 m m

1 4 m m

7 0 m m

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 10.8㎜

の ど 厚 ： 3.0㎜

余 盛 量 ： 6.0㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 12.0 ㎜

の ど 厚 ： 5.7 ㎜

余 盛 量 ： 4.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3 × 2227（ STK400）

ビ ー ド 幅 ： 10.8 ㎜

の ど 厚 ： 3.0㎜

余 盛 量 ： 6.0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 12.0㎜

の ど 厚 ： 5.7 ㎜

余 盛 量 ： 4.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 2 3 - ①
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横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

伊達橋　応急対策(ストップホール）　VPL23-① VPL23-①

遠 　 　 　 景 上 　 　 側 下 　 　 側

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

Ｅ

イ メ ー ジ 図 備 考

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ の 下 面 （ 又 は 上

面 ） 及 び コ バ 面 の 、 垂 直 材 側 の

止 端 部 に 沿 う 亀 裂

か つ 、 垂 直 母 材 に 進 行 し た 亀

裂
　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀

裂 に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を

実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た

位 置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た

め 、 ド リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

5 8 m m

1 5 m m

1 4 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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イ メ ー ジ 図 備 考

伊達橋　応急対策（亀裂切削）　VPL23-①

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｃ

前 処 理 後 M T 状 況 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

3 m m 切 削 後 M T 状 況

全 景 写 真

VPL23-①

【 特 徴 】

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ の 下 面 （ 又 は 上

面 ） 及 び コ バ 面 の 、 垂 直 材 側 の

止 端 部 に 沿 う 亀 裂

か つ 、 垂 直 母 材 に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を 実 施

→ 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

3 m m 切 削 で 亀 裂 除 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e

T e s t i n g )

A B

き ず A,B共 に 除 去

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

19mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm9mm

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

0mm

9mm

余 盛

ｽ ﾄ ｯ ﾌ ﾟ ﾎ ｰ ﾙ

切 削 亀 裂

き ず A

き ず B

切 削 前 は 単 一 の 亀 裂 で あ っ た が 、 1mm切 削 で 亀 裂 A,Bに 分 裂

し た 。

き ず 全 長

（ ㎜ ）

1 5 1 1 1 1 消 去

消 去

消 去

切 削 深 さ

（ ㎜ ）

0 1 2 3

A 全 長

（ ㎜ ）

B 全 長

（ ㎜ ）

- - - 5 4

- - - 7 7

5 8 m m

1 5 m m

1 4 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル ：

切 削 範 囲 ：

防 錆 処 理 済 み
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V P L 2 3 V P L 2 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 6 . 4 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 1 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 2 5 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

① ： l ＝ 2 5 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6
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V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5

V
P
R
0
1

V
P
R
0
2

V
P
R
0
3

V
P
R
0
4

V
P
R
0
5

V
P
R
0
6

V
P
R
0
7

V
P
R
0
8

V
P
R
0
9

V
P
R
1
0

V
P
R
1
1

V
P
R
1
2

V
P
R
1
3

V
P
R
1
4

V
P
R
1
5

V
P
R
1
6

V
P
R
1
7

V
P
R
1
8

V
P
R
1
9

V
P
R
2
0

V
P
R
2
1

V
P
R
2
2

V
P
R
2
3

V
P
R
2
4

V
P
R
2
5

V
P
L
0
1

V
P
L
0
2

V
P
L
0
3

V
P
L
0
4

V
P
L
0
5

V
P
L
0
6

V
P
L
0
7

V
P
L
0
8

V
P
L
0
9

V
P
L
1
0

V
P
L
1
1

V
P
L
1
2

V
P
L
1
3

V
P
L
1
4

V
P
L
1
5

V
P
L
1
6

V
P
L
1
7

V
P
L
1
8

V
P
L
1
9

V
P
L
2
0

V
P
L
2
1

V
P
L
2
2

V
P
L
2
3

V
P
L
2
4

V
P
L
2
5

●
●

●
●

● ●
●

●
●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

●

●

●

● ●
●

●

●
●

●
●

● ● ● ●
●
●

●

●

●

● ● ● ●

●
●

● ● ● ●
●

● ●
●
●

●

● ●

亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4 × 9.3× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 300 × 19× 420（ HT590）

2 5 m m

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
9

ビ ー ド 幅 ： 14.2 ㎜

の ど 厚 ： 6.4㎜

余 盛 量 ： 1.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 13.5 ㎜

の ど 厚 ： 1.8 ㎜

余 盛 量 ： 2.2㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

橋 梁 全 体 位 置 図

※ 切 削 後

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 14.2㎜

の ど 厚 ： 6.4㎜

余 盛 量 ： 1.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 13.5㎜

の ど 厚 ： 1.8 ㎜

余 盛 量 ： 2.2㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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検 査 範 囲

亀 裂 位 置 立 体 図

表 面 切 削 状 況 図

7

.

3

9

.

3

4

2

横 桁

1 9 . 0 m m

垂 直 材

9 . 3 m m

平 面 図

断 面 図

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P L 2 3 - ③
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4 m m 切 削 後 M T 状 況

5 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

V P L 2 3 - ③伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 3 - ③

Ａ

全 景 写 真

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ ５ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

2 5 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

19mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm 9mm

0mm

9mm

垂 直 材

9.3mm

ビ ー ド 幅 ： 13.5 ㎜

の ど 厚 ： 1.8 ㎜

余 盛 量 ： 2.2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

－ －

2 6

2 2 9 亀 裂 消 去 － － － －

※ 初 回 M T 調 査 で 2 m m 切 削 済 み
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V P L 2 3 V P L 2 3

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 2 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 8 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 9 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 2 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

① ： l ＝ 1 2 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ 橋 梁 名

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5

V
P
R
0
1

V
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0
2

V
P
R
0
3

V
P
R
0
4

V
P
R
0
5

V
P
R
0
6

V
P
R
0
7

V
P
R
0
8

V
P
R
0
9

V
P
R
1
0

V
P
R
1
1

V
P
R
1
2

V
P
R
1
3

V
P
R
1
4

V
P
R
1
5

V
P
R
1
6

V
P
R
1
7

V
P
R
1
8

V
P
R
1
9

V
P
R
2
0

V
P
R
2
1

V
P
R
2
2

V
P
R
2
3

V
P
R
2
4

V
P
R
2
5

V
P
L
0
1

V
P
L
0
2

V
P
L
0
3

V
P
L
0
4

V
P
L
0
5

V
P
L
0
6

V
P
L
0
7

V
P
L
0
8

V
P
L
0
9

V
P
L
1
0

V
P
L
1
1

V
P
L
1
2

V
P
L
1
3

V
P
L
1
4

V
P
L
1
5

V
P
L
1
6

V
P
L
1
7

V
P
L
1
8

V
P
L
1
9

V
P
L
2
0

V
P
L
2
1

V
P
L
2
2

V
P
L
2
3

V
P
L
2
4

V
P
L
2
5

●
●

●
●

● ●
●

●
●

● ● ● ● ● ● ● ● ●
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

起 点 側 終 点 側

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125（ SM490A ）

1 2 0 m m

不 明

ビ ー ド 幅 ： 12.2 ㎜

の ど 厚 ： 2.9 ㎜

余 盛 量 ： 8.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 11.4 ㎜

の ど 厚 ： 4.9 ㎜

余 盛 量 ： -0.9㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

下 弦 材 ： φ355.6× 7.9× 600

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100 × 8× 1125

（ SM490A）

橋 梁 全 体 位 置 図

検 査 範 囲
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亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 11.4 ㎜

の ど 厚 ： 4.9 ㎜

余 盛 量 ： -0.9㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 12.2㎜

の ど 厚 ： 2.9㎜

余 盛 量 ： 8.1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 2 3 - ⑤ ⑥
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切 削 亀 裂 T Y P E D

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 3 - ⑤ V P L 2 3 - ⑤

全 景 写 真 切 削 前 状 況 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 状 況

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー

ド 部 に 沿 う 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 下 弦 材

の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】

■ 亀 裂 先 端 を 1 m m ず つ 切 削 →

※ 1

M T 調 査 を 実 施 → 亀 裂 長 の 変

化 を 確 認

【 結 果 】

■ 中 央 部 が 貫 通 し て い る た め 、

端 部 2 0 m m を 2 m m 切 削 し 1 0 m m

と な り 、

枝 亀 裂 が 消 去 の た め 切 削 終 了

M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 9

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：
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切 削 亀 裂 T Y P E D

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 3 - ⑥ V P L 2 3 - ⑥

全 景 写 真 切 削 前 状 況 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 状 況

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー

ド 部 に 沿 う 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 下 弦 材

の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】

■ 亀 裂 先 端 を 1 m m ず つ 切 削 →

※ 1

M T 調 査 を 実 施 → 亀 裂 長 の 変

化 を 確 認

【 結 果 】

■ 中 央 部 が 貫 通 し て い る た め 、

端 部 2 6 m m を 2 m m 切 削 し 、

1 4 m m と な っ た

M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 9

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：
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V P L 2 4 V P L 2 4

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 1 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 1 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 3 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 3 0 ㎜

( 1 0 0 + 3 0 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 1 0 0 ㎜

② ： l ＝ 3 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ①

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

①

②

垂 直 材 ： φ267.4 × 6.6× 2227

（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227（ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420（ HT590 ）

1 0 0 m m

3 0 m m

1 0 0 m m

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

4 0 m m

ビ ー ド 幅 ： 9.7㎜

の ど 厚 ： 1.8㎜

余 盛 量 ： 3.2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 10.3㎜

の ど 厚 ： 4.9㎜

余 盛 量 ： 1.1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 9.7㎜

の ど 厚 ： 1.8㎜

余 盛 量 ： 3.2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 10.3㎜

の ど 厚 ： 4.9 ㎜

余 盛 量 ： 1.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 2 4 - ①
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※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦 材

の 両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

近 　 　 　 景

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E Ｅ

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

V P L 2 4 - ①

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P L 2 4 - ①

下 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

上 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

遠 　 　 　 景

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

φ16孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12 時

6 時

内 面

母 材

外 面

φ16 孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9 時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12 時

6 時

内 面

母 材

外 面

1 0 0 m m

3 0 m m

4 0 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 4 - ① V P L 2 4 - ①

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

4 m m 切 削 後 M T 状 況 4 . 5 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E D

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

か つ 、 垂 直 材 母 材 に 進 行 し た

亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 ( 6 . 6 m m ) の 1 / 2

ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 4 . 5 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 3 0 m m → 2 4 m m 残 存

A

A

A

A

A

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 9

4 . 5

A 部 長 さ ( m m )

3 0 3 0 2 8 2 6 2 8 3 0

3210

切 削 深 さ ( m m )

4

A

【 凡 例 】

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P L 2 4 V P L 2 4

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 1 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 2 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 1 8 6 ㎜

( 1 0 0 + 3 0 + 5 0 + 6 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 1 0 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

② ： l ＝ 3 0 ㎜

③ ： l ＝ 5 0 、 6 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

① ： l ＝ 1 0 0 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2
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V P L 1 4
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6× 2227（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420（ HT590 ）

1 0 0 m m

不 明

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

垂 直 材 ： φ267.4 × 6.6× 2227（ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ：

260× 16 × 420（ HT590）

1 0 0 m m

3 0 m m

3 3 m m
5 0 m m

4 2 m m

1 2 m m

ビ ー ド 幅 ： 10.6㎜

の ど 厚 ： 4.9㎜

余 盛 量 ： 2.1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 7.7㎜

の ど 厚 ： 1.8㎜

余 盛 量 ： 2.2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 10.6㎜

の ど 厚 ： 4.9 ㎜

余 盛 量 ： 2.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 7.7 ㎜

の ど 厚 ： 1.8 ㎜

余 盛 量 ： 2.2㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③

④

⑥

⑧

V P L 2 4 - ③

-150-



Ｅ

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

上 　 　 側

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

近 　 　 　 景

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー ド

部 に 沿 う 亀 裂

一 部 ビ ー ド を 横 断 す る 亀 裂 あ り 。

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 下 弦 材

の 両 方 ）

亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ り 。

【 応 急 措 置 】

■ 十 分 に フ ラ ン ジ か ら 離 れ た 亀 裂

に つ い て 、 ス ト ッ プ ホ ー ル を 実 施

① 亀 裂 先 端 か ら 2 ～ 3 m m 離 れ た 位

置 を 中 心 に 施 工

② 削 孔 機 が 設 置 出 来 な い た め 、 ド

リ ル に て 1 6 m m 削 孔

※ 孔 壁 の 処 理 が 出 来 る 径

③ 仕 上 げ 砥 石 は ＃ 1 2 0 を 使 用

④ 孔 壁 を M T 調 査

　 　 　 　 　 　 ※ 1

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

応 急 対 策 方 針 （ 案 ） ス ト ッ プ ホ ー ル 亀 裂 T Y P E

伊 達 橋 　 応 急 対 策 ( ス ト ッ プ ホ ー ル ） 　 V P L 2 4 - ③

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 1 2 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

下 　 　 側

横 桁 上 フ ラ ン ジ 下 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 3 時 方 向 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ 上 の ス ト ッ プ ホ ー ル （ 近 景 ）

φ 1 6 孔

M T 状 況

（ 亀 裂 状 況 説 明 図 ）

遠 　 　 　 景

V P L 2 4 - ③

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 9 時 方 向 ）

M T 状 況

（ 孔 壁 の 亀 裂 状 況 ： 6 時 方 向 ）

φ16孔内 面

外 面

母 材

9時

内 面

外 面

母 材

3時

内 面

外 面

母 材

12時

6時

内 面

母 材

外 面

亀 裂

φ16孔

亀 裂

内 面

外 面

母 材

9時

内 面

外 面

母 材

3 時

内 面

外 面

母 材

12時

6時

内 面

母 材

外 面

1 0 0 m m

3 0 m m

3 3 m m

5 0 m m

4 2 m m

1 2 m m

6 m m

【 凡 例 】

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：
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亀 裂 T Y P E D

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 4 - ③ V P L 2 4 - ③

全 景 写 真 1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 状 況

3 m m 切 削 状 況

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 か ら 、 垂 直 材 母 材

に 進 行 し た 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 止 端 部 と 垂 直

材 の 両 方 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 母 材 板 厚 （ 6 . 6 m m ） の

1 / 2 ま で 切 削

【 結 果 】

A ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 3 0 m m → 2 0 m m 残 存

B ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 長

　 5 0 m m → 4 0 m m 残 存

C ： 3 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況

M T 状 況 （ 亀 裂 長 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削

M T 状 況 （ 亀 裂 残 存 確 認 ）

B

C

A

A

C

B

C 部 の 亀 裂 消 去

B

A

B

C

A

B

A

調 査 ： 2 0 1 5 / 4 / 9

- - -

C 部 長 さ ( m m )

6 5 2 除 去 - - - - - -

B 部 長 さ ( m m )

5 0 4 5 4 0 4 0 - - -

- - - - - -

A 部 長 さ ( m m )

3 0 2 7 2 5 2 5 - - - - - -

切 削 深 さ ( m m )

0 1 2 3

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル 位 置 ：

A

B

C

【 凡 例 】

切 削 除 去 ：

切 削 後 残 存 ：

ス ト ッ プ ホ ー ル ：
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V P L 2 4 V P L 2 4

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 0 . 8 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 2 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 2 2 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

① ： l ＝ 2 2 ㎜

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ④ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ④

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0
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V P L 2 2
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V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6（ STK400）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

ビ ー ド 幅 ： 11.4 ㎜

の ど 厚 ： 4.9 ㎜

余 盛 量 ： 0.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6 × 2227 （ STK400）

横 桁 下 フ ラ ン ジ ： 260 × 9 × 420

（ HT590）

ニ ー ブ レ ス 上 フ ラ ン ジ ： 1 0 0 × 8

ビ ー ド 幅 ： 14.5 ㎜

の ど 厚 ： 0.8 ㎜

余 盛 量 ： 6.2㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

垂 直 材 ： φ267.4× 6.6 × 2227 （ STK400）

横 桁 下 フ ラ ン ジ ： 260 × 9× 420

（ HT590 ）

2 2 m m

不 明

橋 梁 全 体 位 置 図

※ 切 削 後

（ 様 式 - 6 ）

ビ ー ド 幅 ： 11.4㎜

の ど 厚 ： 4.9㎜

余 盛 量 ： 0.1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 14.5 ㎜

の ど 厚 ： 0.8 ㎜

余 盛 量 ： 6.2㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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検 査 範 囲

亀 裂 位 置 立 体 図

表 面 切 削 状 況 図

4

.

6

6

.

6

4

2

垂 直 材

ニ ー ブ レ ス

8 . 0 m m

6 . 6 m m

9 . 0 m m

横 桁

平 面 図

断 面 図

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

③
④

⑥

⑧

V P L 2 4 - ④
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【 特 徴 】

■ 下 フ ラ ン ジ 及 び ニ ー ブ レ ス 上

フ ラ ン ジ の コ バ 面 の 、 垂 直 材 側

の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

■ ３ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

イ メ ー ジ 図 備 考

3 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 4 - ④

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｆ

2 m m 切 削 後 M T 状 況全 景 写 真

V P L 2 4 - ④

2 2 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 下 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ 9mm

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

0mm

6mm

0mm 6mm

垂 直 材

6.6mm

ﾆ ｰ ﾌ ﾞ ﾚ ｽ 上 フ ラ ン ジ 8mm

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

ビ ー ド 幅 ： 14.5 ㎜

の ど 厚 ： 0.8 ㎜

余 盛 量 ： 6.2 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

－ －

2 2

亀 裂 消 去 － － － － － －

※ 初 回 M T 調 査 で 2 m m 切 削 済 み
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V P L 2 5 V P L 2 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 4 . 6 ㎜

余 盛 量 ： - 0 . 6 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 3 . 0 ㎜

余 盛 量 ： 4 . 0 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 9 8 ㎜

( 4 8 + 5 0 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 5 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

特 記 事 項

① ： l ＝ 4 8 ㎜

② ： l ＝ 5 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

亀 裂 の 有 無

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

伊 達 橋 点 検 位 置 ①

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ① 橋 梁 名

V P R 0 1

V P R 0 2

V P R 0 3

V P R 0 4

V P R 0 5

V P R 0 6

V P R 0 7

V P R 0 8

V P R 0 9

V P R 1 0

V P R 1 1

V P R 1 2

V P R 1 3

V P R 1 4

V P R 1 5

V P R 1 6

V P R 1 7

V P R 1 8

V P R 1 9

V P R 2 0

V P R 2 1

V P R 2 2

V P R 2 3

V P R 2 4

V P R 2 5

V P L 0 1

V P L 0 2

V P L 0 3

V P L 0 4

V P L 0 5

V P L 0 6

V P L 0 7

V P L 0 8

V P L 0 9

V P L 1 0

V P L 1 1

V P L 1 2

V P L 1 3

V P L 1 4

V P L 1 5

V P L 1 6

V P L 1 7

V P L 1 8

V P L 1 9

V P L 2 0

V P L 2 1

V P L 2 2

V P L 2 3

V P L 2 4

V P L 2 5
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

②

①

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590 ）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3 × 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260 × 16× 420 （ HT590）

5 0 m m

4 8 m m

5 0 m m

不 明

2 0 m m

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

ビ ー ド 幅 ： 9.1㎜

の ど 厚 ： 3.0㎜

余 盛 量 ： 4.0㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 10.3㎜

の ど 厚 ： 4.6㎜

余 盛 量 ： -0.6㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 9.1㎜

の ど 厚 ： 3.0㎜

余 盛 量 ： 4.0 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 10.3 ㎜

の ど 厚 ： 4.6㎜

余 盛 量 ： -0.6 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

①

②

⑤

⑦

V P L 2 5 - ①
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伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 5 - ①

応 急 対 策 方 針

切 削 亀 裂 T Y P E Ｃ

A ： 1 m m 、 B ： 1 m m 切 削 後 M T 状 況 A ： 2 m m 、 B ： 2 m m 切 削 後 M T 状 況 A ： 3 m m 、 B ： 3 m m 切 削 後 M T 状 況

A ： 4 m m ( 消 去 ) 、 B ： 4 m m 切 削 後 M T 状 況 B ： 5 m m 切 削 後 M T 状 況 、 A ： 消 去 B ： 6 m m 切 削 後 M T 状 況 、 A ： 消 去

全 景 写 真

V P L 2 5 - ①

M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

か つ 、 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 上

フ ラ ン ジ 側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀

裂
【 応 急 対 策 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

（ 垂 直 材 側 ）

A ： ４ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

（ 横 桁 材 側 ）

B ： 1 1 m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

B ： 7 m m 切 削 後 M T 状 況 、 A ： 消 去 B ： 8 m m 切 削 後 M T 状 況 、 A ： 消 去 B ： 9 m m 切 削 後 M T 状 況 、 A ： 消 去

イ メ ー ジ 図 備 考

B ： 1 0 m m 切 削 後 M T 状 況 、 A ： 消 去 A ： 4 m m 、 B ： 1 1 m m 切 削 状 況

5 0 m m

4 8 m m

2 0 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

16mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る

亀 裂 長 さ の 変 化

0mm9mm

0mm
9mm

0mm

9mm

垂 直 材

9.3mm

脚 長 7mm

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

ビ ー ド 幅 ： 9.1 ㎜

の ど 厚 ： 3.0 ㎜

余 盛 量 ： 4.0 ㎜

切 削 線

A B

A B

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1

Ａ

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

5 0 4 7

4 6

3 2 亀 裂 消 去 － － － － － － －

Ｂ

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

4 8 4 7

4 6

4 5 3 4 2 6 3 1 3 3 1 8 1 8 7 亀 裂 消 去

A
B A

B

A
B
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V P L 2 5 V P L 2 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： 0 . 3 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 2 . 5 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 5 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 6 5 ㎜

( 5 0 + 1 5 )

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 5 0 ㎜

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 5 0 ㎜

② ： l ＝ 1 5 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ③
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

検 査 範 囲

起 点 側 終 点 側

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3× 2227 （ STK400 ）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590 ）

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3 × 2227 （ STK400）

横 桁 上 フ ラ ン ジ ： 260× 16× 420（ HT590）

5 0 m m

1 5 m m

1 2 m m

6 m m

5 0 m m

不 明

垂 直 材 ： φ267.4× 9.3（ STK400 ）

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

1
6

ビ ー ド 幅 ： 12.8 ㎜

の ど 厚 ： 5.7㎜

余 盛 量 ： 0.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 10.1㎜

の ど 厚 ： 2.5㎜

余 盛 量 ： 6.5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

写 真 内 ○ 数 字 は 、 亀 裂 間 隔 を 示 す 。

ビ ー ド 幅 ： 12.8 ㎜

の ど 厚 ： 5.7 ㎜

余 盛 量 ： 0.3㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 10.1㎜

の ど 厚 ： 2.5㎜

余 盛 量 ： 6.5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

寸 法 凡 例

－ ： 亀 裂 延 長

－ ： 離 隔 距 離

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 上 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

③

④

V P L 2 5 - ③
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【 特 徴 】

■ 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 全 て 、 垂 直 材

側 の 止 端 部 ）

か つ 、 上 フ ラ ン ジ コ バ 面 の 、 上

フ ラ ン ジ 側 の 止 端 部 に 止 ま る 亀

裂
【 応 急 措 置 】 　 　 　 　 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

【 結 果 】

（ 垂 直 材 側 ）

A ： ５ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

（ 横 桁 材 側 ）

B ： ３ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

A ： 5 m m 、 B ： 3 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

亀 裂 T Y P E Ｃ

イ メ ー ジ 図 備 考

応 急 対 策 方 針

切 削

A ： 1 m m 、 B ： 1 m m 切 削 後 M T 状 況 A ： 2 m m 、 B ： 2 m m 切 削 後 M T 状 況 A ： 3 m m 、 B ： 3 m m ( 消 去 ) 切 削 後 M T 状 況

A ： 3 m m 切 削 後 M T 状 況 、 B ： 消 去

伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 5 - ③

全 景 写 真

V P L 2 5 - ③

5 0 m m

1 5 m m

1 2 m m

6 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：

横 桁 上 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

16mm

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

0mm 9mm

0mm

9mm

垂 直 材

9.3mm

A

B

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

ビ ー ド 幅 ： 10.1 ㎜

の ど 厚 ： 2.5 ㎜

余 盛 量 ： 6.5 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

( m m )

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Ａ

亀 裂 全 長

( m m )

5 0 4 9 2 7 2 1 6 亀 裂 消 去 - - - -

B

亀 裂 全 長

( m m )

1 6 1 6 1 1 亀 裂 消 去 - - - - - -

-158-



V P L 2 5 V P L 2 5

目 視 検 査 範 囲 磁 粉 探 傷 検 査

局 部 的 な 錆 ： 有 ・ 無

標 準 部

の ど 厚 ： 3 . 9 ㎜

余 盛 量 ： 6 . 1 ㎜

コ バ 部

の ど 厚 ： 5 . 7 ㎜

余 盛 量 ： - 1 . 7 ㎜

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

あ り ○

な し - - - あ り ○

不 明 - - - な し - - -

あ り - - -

な し ○

不 明 - - -

目 視 検 査 磁 粉 探 傷 検 査

亀 裂 延 長 ： 7 0 ㎜

目 視 検 査 検 査 カ 所 の 養 生

塗 膜 割 延 長 ： 不 明

亀 裂 延 長 ： 不 明

注 記 ： ビ ー ド 形 状 及 び 止 端 部 の 状 態 に お け る 「 異 常 な し 」 は 、 「 ア ン ダ ー カ ッ ト 」 や 「 オ ー バ ー ラ ッ プ 」 が 発 生 し て い な い こ と を 示 す 。

（ ス ケ ッ チ ）

※ 応 急 対 策 後 （ 切

削 、 ス ト ッ プ ホ ー ル

等 ） に 防 錆 処 理 を

行 う 。

亀 裂 （ 目 視 に よ る ）

塗 膜 割 れ の マ ー キ

ン グ

（ ス ケ ッ チ ）

特 記 事 項

亀 裂 の 有 無

溶 接 仕 上 げ 状 況

ビ ー ド 仕 上 げ 無 し

ビ ー ド 形 状 及 び 止

端 部 の 状 態 ： 異 常

な し

（ 調 査 カ 所 近 影 ） （ 亀 裂 指 示 模 様 ）

① ： l ＝ 7 0 ㎜

※ 未 切 削

塗 膜 割 れ Ｍ Ｔ 結 果

塗 膜 割 れ ： 有 ・ 無 （ 塗 膜 除 去 ）

検 査 範 囲 ：

溶 接 仕 上 げ ： 有 ・ 無 ビ ー ド 止 端 部 か ら 2 0 ㎜

伊 達 橋 　 亀 裂 台 帳 （ そ の 5 ）

橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥ 橋 梁 名 伊 達 橋 点 検 位 置 ⑤ ⑥
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亀 裂 位 置 情 報

は 、 亀 裂 位 置 を 示 す 。

目 視 検 査 範 囲

の ど 厚 ・ 余 盛 測 定 位 置

起 点 側 終 点 側

検 査 範 囲

下 弦 材 ： φ355.6× 14 × 600

（ SS400 ）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A ）
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橋 梁 全 体 位 置 図

亀 裂 位 置 立 体 図

（ 様 式 - 6 ）

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8× 1125

（ SM490A）

不 明

ビ ー ド 幅 ： 12.8 ㎜

の ど 厚 ： 5.7 ㎜

余 盛 量 ： -1.7㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 14.1㎜

の ど 厚 ： 3.9㎜

余 盛 量 ： 6.1㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

亀 裂 位 置 模 式 図

①

②

④

③

⑤

⑦

⑥

⑧

起 点 終 点

補 剛 桁 （ 上 弦

補 剛 桁 （ 下 弦

補 剛 桁 （ 垂 直

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

亀 裂 位 置 写 真

補 剛 桁 （ 下 弦 材 ）

補 剛 桁 （ 垂 直 材 ）

横 桁

ニ ー ブ レ ス

ガ セ ッ ト プ レ ー ト

⑥

ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ ： 100× 8 × 1125

（ SM490A）

1 1 5 m m

ビ ー ド 幅 ： 14.1㎜

の ど 厚 ： 3.9㎜

余 盛 量 ： 6.1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

ビ ー ド 幅 ： 12.8㎜

の ど 厚 ： 5.7㎜

余 盛 量 ： -1.7㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

V P L 2 5 - ⑤ ⑥
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亀 裂 T Y P E Ｇ

イ メ ー ジ 図 備 考

V P L 2 5 - ⑤ ⑥伊 達 橋 　 応 急 対 策 （ 亀 裂 切 削 ） 　 V P L 2 5 - ⑤ ⑥

全 景 写 真

【 特 徴 】

■ ニ ー ブ レ ス 下 フ ラ ン ジ の ビ ー

ド 部 に 沿 う 亀 裂

　 （ 亀 裂 先 端 は 、 下 弦 材 の 止 端

部
亀 裂 が 貫 通 し て い る 可 能 性 あ

り 。

【 応 急 措 置 ： 試 験 切 削 】 ※ 1

■ 1 m m ず つ 切 削 → M T 調 査 を

実 施 → 亀 裂 が な く な る ま で 切 削

し 、 亀 裂 深 さ の 進 展 方 向 を 確 認

【 結 果 】

■ ４ m m 切 削 で 亀 裂 消 去

※ 1 　 M T ： 磁 粉 探 傷 試 験

　 　 ( M a g n e t i c  P a r t i c l e  T e s t i n g )

1 m m 切 削 後 M T 状 況 2 m m 切 削 後 M T 状 況 3 m m 切 削 後 M T 状 況

4 m m 切 削 状 況 M T 状 況 （ 亀 裂 消 去 確 認 ）

応 急 対 策 方 針

切 削

亀 裂 切 削 に よ る 亀 裂 長 さ の 変 化

亀 裂 深 さ の 進 展 方 向

0mm

7mm

0mm 7mm

ﾆ ｰ ﾌ ﾞ ﾚ ｽ 下 ﾌ ﾗ ﾝ ｼ ﾞ

フ ラ ン ジ

ビ ー ド

下 弦 材

7.9mm

ビ ー ド 幅 ： 14.1 ㎜

の ど 厚 ： 3.9 ㎜

余 盛 量 ： 6.1 ㎜

仕 上 げ ： 無

止 端 部 の 状 態 ： 異 常 な し

切 削 深 さ

　 （ m m ）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

亀 裂 全 長

　 （ m m ）

1 1 5 9 5

6 9

4 5 亀 裂 消 去 － － － － －

1 1 5 m m

【 凡 例 】

切 削 範 囲 ：
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